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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



第 15 回 茗渓会賞顕彰式
筑波大学において　平成 28 年 11 月 26 日（P.14 ～ 15参照）

附属久里浜特別支援学校

地引き網体験運動会徒競争

附属坂戸高等学校

高校生国際ESDシンポジウム大塚特別支援学校と坂戸高校とのスポーツ交流

顕彰された皆様―嘉納治五郎像の前で



茗
渓
会
賞（
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
）
第
15
回
顕
彰
か
ら

チンドン祭に参加する子どもたち
萩原チンドン祭実行委員会

動物介在活動を通じて高齢者を励ます
フレンドリー DOG & CAT

民俗芸能を継承する
懸田弘訓さん

老人ホームの車いすを整備
大森学園高等学校

被災地に新しい畳を届ける
前田敏康さん

障がい者と健常者が一緒にスポーツを楽しむ
シオヤレクリエーションクラブ

「地芝居」の魅力を伝える
蒲池卓巳さん

伝統の「前掛け」の織り技を継承
芳賀織布工場と有限会社エニシング

音楽を通して地域づくりをする
三浦一憲さん

将棋で子どもたちの交流づくり
筑波大学将棋部

（
P. 

14
参
照
）



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
の
皆
様
に
は
、
旧
年
中
は
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
学
は
、⽛
新
構
想
大
学
⽜
と
し
て
、
こ
の
筑
波
の
地
に
開
学
し

ま
し
た
。
以
来
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
大
学
を
め
ぐ
る
状
況

は
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
当
時
の
⽛
新
構
想
⽜
の
多
く
が
も
は
や

⽛
新
構
想
⽜
と
は
呼
べ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
本
学

は
⽛
新
構
想
大
学
⽜
か
ら
⽛
未
来
構
想
大
学
⽜
へ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
、
未
来
へ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
さ
ら
な
る
挑
戦
と
冒
険
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
学
生

も
教
職
員
も
溌
溂
と
、
ま
た
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
大
学
の
活
動
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

教
育
に
関
し
て
は
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
型
の
学
問
領
域
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
一
方
で
学
際
融
合
型
の
斬
新
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
通
用
性
・
信
頼
性
の
向
上
、
国
際
競

争
力
の
強
化
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
、
学
生
・
教

員
等
の
流
動
性
の
向
上
等
を
目
指
し
て
、
来
年
度
に
は
、
全
学
的

に
大
学
院
課
程
を
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
さ
せ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
年
の
秋
か
ら
、
学
生
を
募
集
す
る
予
定
の
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
学
院
修
士
課
程
）

で
は
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
台
湾
の
学
生
が
、
そ
の
⚓
ヶ
国
を
回

っ
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
関
し
て
も
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
国
際
科
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る

⽛
高
細
精
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
⽜
は
、
そ
の
活
動
を
実
質
化

し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
来
る
⚔
月
に
は
人
工
知
能
科
学
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
-Ａ
Ｉ
Ｒ
）
が
設
置
さ
れ
、
人
工
知
能
に
関
す
る
先
進
的
研

究
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。
⚙
つ
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠

点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
：
W
orld
Prem
ier
International

Research
CenterInitiative）の
一
つ
と
し
て
創
設
さ
れ
た⽛
国

際
統
合
睡
眠
医
科
学
推
進
機
構
⽜
は
無
事
中
間
評
価
を
終
え
、
ま

す
ま
す
充
実
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

も
加
速
し
て
い
ま
す
。
世

界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
校
と
連

携
し
、
教
育
研
究
の
資
源

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
共
有

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
（
Ｃ
ｉ
Ｃ
）
シ

ス
テ
ム
で
は
、
現
在
ま
で

に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー

大
学
、
台
湾
の
国
立
台
湾

大
学
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
大
学
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大

学
と
提
携
し
、
そ
の
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
海
外
パ
ー
ト

ナ
ー
を
拡
充
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
多
く
の
留
学
生

の
た
め
に
建
設
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
棟
の
半
分
が
⚓

月
に
竣
工
し
ま
す
。
そ
こ
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
シ
ェ
ア
す

る
宿
舎
で
あ
り
、
日
常
的
に
国
際
性
を
体
感
で
き
る
宿
舎
で
す
。

様
々
な
分
野
で
学
生
た
ち
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で
も
多
く
の
学
生
、
卒
業
生
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
81
㌔
級
で
銅
メ
ダ
ル
を
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
60
㌔
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
100
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
で
銀
メ
ダ
ル
を
、
50
㍍
自
由
形
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。
ま
た
⚗
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
ベ
ス
ト
4
進
出
に
も
二
人
の
卒

業
生
が
貢
献
し
ま
し
た
。

嘉
納
治
五
郎
先
生
と
い
う
レ
ガ
シ
ー
に
支
え
ら
れ
る
本
学
は
、

来
た
る
⚒
⚐
⚒
⚐
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
に
向
け
、
オ
ー
ル
筑
波
大
学
と
し
て
、
選
手
と
し
て
の
参
加
の

み
な
ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
関
わ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
教
育
、
研
究
に
お
い
て
も
世
界
を
先
導

す
る
と
と
も
に
、
東
京
大
会
の
成
功
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
様
々
な
海
外
の
卒
業
生
・
修
了
生
と
語
ら
う
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
留
学
生
比
率
が
増
加
す
る
本
学
に
と
っ
て
は

大
切
な
機
会
で
し
た
。
ド
イ
ツ

日
本
学
長
会
議
の
途
中
で
立
ち

寄
っ
た
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
と
も
言

う
べ
き
卒
業
生
・
修
了
生
に
加
え
て
現
地
で
学
ぶ
予
想
以
上
に
多

数
の
本
学
学
生
た
ち
と
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
上
海
で
は
、

本
学
上
海
校
友
会
お
よ
び
上
海
茗
渓
会
と
銘
打
っ
た
卒
業
生
・
修

了
生
の
方
々
と
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
方
々
と
の
触
れ

合
い
、
す
な
わ
ち
本
学
を
慕
う
方
々
あ
る
い
は
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
本
学
と
そ
う
い
っ
た
方
々

と
の
密
接
な
交
流
あ
る
い
は
そ
れ
を
可
能
と
す
る
場
の
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
理
解
の
上
で
、
今

ま
さ
に
様
々
な
方
々
が
一
堂
に

集
う
こ
と
の
で
き
る
場
（
筑
波

大
学
校
友
会
）
の
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

貴
会
は
東
京
茗
溪
會
を
源
流

と
す
る
法
人
格
を
持
っ
た
集
い

で
す
。
貴
会
の
前
進
的
な
運

営
・
活
動
ま
た
そ
れ
ら
の
改
革

に
、
そ
し
て
同
窓
生
ら
の
集
い

の
良
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

3

年
頭
挨
拶

筑波大学長

永田 恭介



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
会
員
諸
兄
姉
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
の
お
見
舞
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
日

常
へ
の
復
帰
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
選
手
団
の

活
躍
は
立
派
で
し
た
。
特
に
茗
渓
関
係
の
選
手
の
活
躍
は
見
事
で

私
ど
も
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
⚒
⚐
⚒
⚐
年
に
開
催
さ
れ
る
東

京
五
輪
の
大
会
準
備
は
、
こ
の
新
春
を
契
機
に
急
ピ
ッ
チ
で
展
開

す
る
で
し
ょ
う
。

前
回
の
東
京
五
輪
な
ど
で
大
活
躍
さ
れ
た
、
同
窓
の
小
野
喬
さ

ん
（
昭
29
年
体
卒
・
鉄
棒
の
小
野
）
が
、
昨
秋
に
文
化
功
労
者
と

し
て
顕
彰
さ
れ
た
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
茗
渓
人
に
と

っ
て
も
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

茗
渓
会
は
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
四
年
を
経
過
し
、
そ
の
移

行
に
際
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
公
益
目
的
事
業
費
費
消

の
ノ
ル
マ
期
間
が
、
当
初
計
画
よ
り
一
年
早
く
完
了
す
る
（
あ
と

一
年
余
で
）
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
全
国
会
員
、

地
域
組
織
の
役
員
の
方
々
の
、
本
会
を
愛
す
る
熱
い
思
い
と
ご
協

力
に
よ
り
、
本
会
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
は
じ
め
に
、
代
議
員
各
位
の
意
見
も
お
聞
き
し
て

〝
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
〟
を
策
定
し
て
、
通
常
総
会
に
報
告

し
（
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）、
今
後
の
大
綱
と
し
て
位
置
づ
け
、
本
会

の
平
成
の
中
興
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

新
年
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
歩
み
を
一
層
強
く
し
た
い
と
望
ん

で
い
ま
す
。

新
装
な
っ
た
茗
渓
会
館
が
活
況
を
呈
し
始
め
て
い
ま
す
。

東
京
茗
渓
会
の
総
会
は
勿
論
の
こ
と
、
茗
渓
・
筑
波
大
学
産
業

人
会
は
、
毎
月
の
例
会
を
開
催
し
、
相
互
の
知
見
や
活
力
を
活
発

に
交
流
し
て
い
ま
す
。
茗
渓
会
館
は
、
茗
渓
人
の
象
徴
的
存
在
で

あ
り
不
死
鳥
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

本
会
・
理
事
会
は
、
会
館
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
本
会
の
歴
史
の

重
み
や
先
達
の
熱
い
思
い
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
遺
作

品
、
調
度
品
、
資
料
な
ど
を
観
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、本
会
々
員
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
新
し
い
希
望
と
期
待
、

さ
ら
に
勇
気
を
喚
起
す
る
拠
点
に
な
る
よ
う
希
求
し
て
い
ま
す
。

会
館
玄
関
の
真
正
面
の
壁
面
に
⽝
茗
渓
会
館

止
軒
⽞
の
銘
板

が
目
に
入
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
を
懐
深
く
導
き
入
れ
る
か
の
よ
う

で
す
。

茗
渓
の
生
ん
だ
碩

学
・
諸
橋
徹
次
博
士
が

本
会
の
た
め
に
揮
毫
さ

れ
た
も
の
で
す
。

諸
橋
先
生
は
、
新
潟

県
出
身
、
⚑
⚘
⚘
⚓
～

⚑
⚙
⚘
⚒
、
明
治
41
年

高
師
卒
、
文
理
大
・
東

京
高
師
教
授
、
文
化
勲

章
受
章
、
勲
一
等
瑞
宝

章
受
章
、
大
漢
和
辞
典

全
十
三
巻
刊
行
、
元
・

茗
渓
会
顧
問
で
、
勲
一

等
叙
勲
祝
賀
会
は
、

当
・
茗
渓
会
館
で
昭

51
年
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
、
諸
橋
先
生

の
遺
作
品
の
扇
子

（
掲
載
写
真
参
照
）

が
会
館
内
資
料
室
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

茗
渓
会
創
設
百
周

年
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
揮
毫
さ
れ
、
先

生
の
絶
筆
と
な
っ
た

遺
文
で
あ
り
ま
す
。

⽝
穆ぼ

く

と
し
て
清
風

の
如
し
⽞
と
読
み
ま

す
。⽛
茗
渓
の
先
達

の
成
績
は
、
こ
れ
に
似
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
か
ら
茲
に
採

録
し
た
。
ま
た
、
扇
子
は
風
を
生
ず
る
た
め
の
も
の
だ
。⽜
と
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。（
大
修
館
書
店
⽛
諸
橋
徹
次
博
士
の
生
涯
⽜
よ
り

転
載
）

本
会
・
百
周
年
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
本
会
の
長
老

の
幾
人
か
が
、
前
述
の
扇
子
を
、
四
季
を
通
し
て
好
ん
で
愛
用
さ

れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

古
い
保
存
資
料
の
中
に
、
本
会
会
誌
一
五
九
号
（
明
治
29
年
⚔

月
号
）
か
ら
、
二
〇
五
号
（
明
治
33
年
⚒
月
号
）
が
あ
り
ま
す
。

表
紙
の
題
字
⽝
東
京
茗
渓
会
雑
誌
⽞
は
、
勝
海
舟
翁
の
揮
毫
で

す
。翁

と
親
交
の
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
校
長
の
口
添
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
遠
察
で
き
る
の
で
す
。

⽛
温
故
知
新
⽜
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
新
年
に
際
し
、
こ
の

言
葉
の
も
つ
意
味
を
噛
み
締
め
な
が
ら
、
希
望
に
満
ち
た
目
標
に

向
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
茗
渓
会
々
員
の
皆
様
に
対
し
、
本

会
事
業
遂
行
の
た
め
、
本
会
益
々
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
鞭
撻
ご

協
力
を
切
望
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

4

新
年
の
ご
挨
拶

一般社団法人 茗渓会
理事長

江田 昌佑

諸橋先生の遺作の扇子

茗渓会館の銘板
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一般社団法人 茗渓会 理事
組織委員会
委員長 川 田 孝 一

(昭和39年卒教大総農科)
全国調査へのご協力に感謝！
役立つ互助事業を協議中です｡

〒194-0045 町田市南成瀬5-29-6
TEL 042-728-5428

連絡先 桜美林大学入試広報センター 相談役
TEL 042-797-6196

一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

〒125-0042 東京都葛飾区金町3-27-3
TEL 047-361-2618 FAX 047-361-2643

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造
(昭和36年卒教大・健)

〒305-0005 つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

国際バカロレアDPコーススタート
理事長 中 川 喜久治
校 長 田 代 淳 一

(昭和59年筑波大修士教育研究科･理科)
〒305-8502 つくば市稲荷前1-1

TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会
事務局長 髙 野 力

(昭和48年卒教大農木工)
大塚事務所長 室 岡 和 彦

(昭和44年卒教大数)(平成1年卒筑修教)

筑波事務所長 立 山 雅 博

一般社団法人
茗渓会

謹賀新年

一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般社団法人 茗渓会 副理事長

西 川 潔
筑波大学名誉教授･博士(デザイン学)
(昭和44年教大構成 昭和46年院修美)

〒305-0031 つくば市吾妻3-1-1-109
e-mail : q.nishikawa@gmail.com

一般社団法人 茗渓会 理事
日本体育大学 教授

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年卒教大体育)

日本体育大学
〒158-8508 東京都世田谷区深沢7-1-1

TEL 03-5706-0826 E-mail:ae@nittai.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

宮 尾 徹
(昭和54年卒筑二農林)

パックラフト漂流記
(川下りBlog）検索！

富山茗渓会

会 長 坪 池 宏
(昭和56年卒筑二人間)

事務局
〒930-0097 富山県富山市芝園町3-1-26

TEL 076-441-3541

香川茗渓会
会 長 高井 信一 昭和55年卒体育専門学群 

香川県立観音寺第一高等学校長

事務局長 渡邉 浩司 平成⚓年卒体育専門学群 
香川県立高松高等学校

〒760-0017 香川県高松市番町3-1-1 高松高校内
TEL 087-862-6908

讃岐うどんのようにコシのある絆で、
会員相互の交流・親睦を深めています

神奈川茗渓会
平成卒の⽛若手の会⽜も活動しています

会 長 矢 野 正 人 昭和53年卒修院農 
〒243-0032 厚木市恩名1198-3

事務局長 加 藤 充 洋 昭和56年卒筑一社 
（茗渓会理事)

〒252-0816 藤沢市遠藤857-6

千葉茗渓会 (公立高等学校長)
千葉県立幕張総合高等学校 校長 由利 聡（昭55年卒筑体）
千葉県立八千代高等学校 校長 越川 均（昭54年卒筑体）
千葉県立八千代東高等学校 校長 川上 純（昭56年卒筑一自）
千葉県立船橋高等学校 校長 百瀬 明宏（昭55年卒筑一人文）
千葉県立鎌ヶ谷西高等学校 校長 畑 順子（昭54年卒筑芸）
千葉県立柏の葉高等学校 校長 渡部 徹（昭57年卒筑一人文）
千葉県立銚子高等学校 校長 加瀬 健司（昭57年卒筑体）
千葉県立東総工業高等学校 校長 名取 康雄（昭57年卒筑一自）
千葉県立匝瑳高等学校 校長 長谷川 茂（昭55年卒筑一自）
千葉県立木更津東高等学校 校長 山本 昭裕（昭55年卒筑体）
千葉県立市原八幡高等学校 校長 石塚 和美（昭57年卒筑二比文）
松戸市立松戸高等学校 校長 加藤 俊文（昭59年卒筑体）

一般社団法人 茗渓会 理事

鵜 沢 力
(昭和63年卒筑一社会)

三井住友銀行
TEL 080-7937-0820

E-mail:tmuzawa@gmail.com

平成29年
今年もよろしくお願いいたします



1

本
校
の
教
育
目
標

本
校
で
は
、⽛
子
供
一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、
自

立
し
社
会
参
加
す
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
指
す
⽜
こ
と

を
教
育
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

本
校
に
在
籍
し
て
い
る
、
知
的
障
害
に
自
閉
症
を
併
せ
た
子
供

た
ち
の
障
害
の
状
態
及
び
発
達
段
階
、
特
性
等
は
多
種
多
様
で
す
。

そ
こ
で
、
個
々
の
子
供
の
様
々
な
実
態
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導

を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
も
っ
て
い
る

可
能
性
を
最
大
限

に
伸
長
す
る
こ
と

が
本
校
に
お
け
る

教
育
の
基
本
で
す
。

特
に
、
子
供
一

人
一
人
の
良
さ
や

可
能
性
を
伸
ば
す

と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
知
識
・

技
能
等
の
習
得
を

図
り
、
自
立
し
社

会
参
加
す
る
た
め

の
基
礎
を
培
う
こ

と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

2

教
育
の
具
体
目
標

本
校
で
実
践
し
て
い
る
教
育
の
具
体
的
な
目
標
は
以
下
の
⚓
点

と
な
り
ま
す
。

⑴

人
と
の
か
か
わ
り
を
楽
し
む
子
供
を
育
て
る
。

自
立
し
社
会
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
力
は
、
人
と
の
か
か

わ
り
を
通
し
て
育
ま
れ
ま
す
。
人
へ
の
関
心
や
か
か
わ
る
た
め

の
力
を
育
て
、
人
と
の
か
か
わ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

⑵

気
づ
き
考
え
自
ら
表
現
す
る
子
供
を
育
て
る
。

様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
一
人
一
人
が
気
づ
き
考
え
る
こ
と

を
大
切
に
し
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
ら
表
現
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

⑶

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
子
供
を
育
て
る
。

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
、
興
味
関
心
の

あ
る
こ
と
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
、
夢
や
希
望
を
叶
え
る
た
め

に
努
力
す
る
な
ど
、
目
当
て
を
持
ち
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

3

学
校
運
営
の
方
針

本
校
は
、
こ
れ
ま
で
知
的
障
害
に
自
閉
症
を
併
せ
た
子
供
た
ち

の
た
め
の
教
育
課
程
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
数
年
は
、
そ

の
教
育
課
程
を
基
盤
に
、
一
人
一
人
の
⽛
思
い
や
考
え
⽜
を
大
切

に
し
、
望
ま
し
い
行
動
を
育
て
る
実
践
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
教
職
員
、
保
護
者
、
関

係
者
が
連
携
し
、
一
人
一
人
の
子
供
が
⽛
確
か
に
育
つ
学
校
⽜
を

目
指
し
ま
す
。

子
供
を
確
か
に
育
て
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
過
去
の
成
長

の
経
過
を
踏
ま
え
、
現
在
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
指
導
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
に
か
か
わ
る
関
係
者
が
情
報
や

6

筑
波
大
学
附
属
久
里
浜
特
別
支
援
学
校
の⽛
い
ま
⽜











































































































特集 筑波大学附属諸学校を巡る（第⚖回）

特 集

 

 



















































































本
校
の
前
身
は
、国
立
久
里
浜
養
護
学
校
で
、文
部
省（
現

文
部
科
学
省
）
直
轄
の
障
害
児
学
校
と
し
て
、
重
度
重
複
障

害
児
を
対
象
に
昭
和
48
年
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
16
年
か
ら
は
、
筑
波
大
学
附
属
の
知
的
障

害
を
伴
う
自
閉
症
児
の
教
育
を
研
究
す
る
学
校
と
し
て
再
出

発
し
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
7
年
間
、
文
部
科
学
省
の
研
究

開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
、
主
に
教
育
課
程
の
開
発
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
以
降
は
、
自
立
活
動
を
中
心
に
指
導
法
の
研

究
開
発
を
は
じ
め
、子
ど
も
の⽛
思
い
⽜や⽛
考
え
⽜な
ど
の
情

動
や
⽛
表
現
す
る
力
⽜
に
視
点
を
据
え
た
指
導
法
や
個
々
の

子
供
た
ち
の
実
態
把
握
と
必
要
性
や
根
拠
に
基
づ
く
指
導
法

の
開
発
や
実
践
を
通
じ
て
の
事
例
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
授
業
研
究
や
そ
の

改
善
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
し
実
践
し
て
き
た
教
育

課
程
の
見
直
し
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
践
や
研

究
の
成
果
は
、毎
年
⽛
自
閉
症
教
育
実
践
研
究
協
議
会
⽜
を
開

催
し
、
全
国
の
知
的
特
別
支
援
学
校
等
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

学校の遠景と小学部玄関

学校デザインプロジェクト



知
恵
を
結
集
し
、
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
一
同
は
、
指
導
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
指
導
を
評

価
し
改
善
す
る
こ
と
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
の
成
長
を

追
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子

供
が
⽛
確
か
に
育
つ
⽜
こ
と
を
関
係
者
と
と
も
に
検
証
し
、
そ
れ

を
国
内
外
に
向
け
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筑
波
大
学
附
属
学

校
と
し
て
求
め
ら
れ
る
先
導
的
拠
点
、
教
師
教
育
拠
点
、
国
際
教

育
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

4

幼
稚
部
の
教
育

幼
稚
部
で
は
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
様
々
な

可
能
性
を
伸
ば
し
、
幼
児

期
と
い
う
人
生
の
は
じ
め

の
一
歩
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
な
る
よ
う
な
生

活
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

幼
稚
部
の
保
育
に
お
い

て
は
、
一
人
一
人
の
幼
児

に
応
じ
て
、
安
心
で
き
る

環
境
の
中
で
、
人
と
の
信
頼
関
係
を
育
み
、
そ
の
上
で
、
人
や
物

と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
、
生
活
全
体
を
通
し
て
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
、
や

り
た
い
こ
と
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
、
意
欲
的
、
主
体

的
に
取
り
組
む
中
で
達
成
感
や
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
、
基
本
的

な
日
常
生
活
動
作
の
獲
得
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
、
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

⚓
〜
⚕
歳
の
年
齢
別
の
学
級
を
基
本
の
集
団
と
し
、
一
人
一
人

の
子
供
が
学
級
の
教
師
、
友
達
、
環
境
に
安
心
感
を
も
ち
、
自
主

性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、学
級
の
子
供
の
実
態
に
応
じ
た
日
課（
内

容
、
時
間
、
場
所
、
体
制
）
を
工
夫
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

指
導
内
容
の
う
ち
⽛
朝
の
遊
び
⽜
で
は
、
各
教
室
に
物
を
操
作

し
て
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
や
ま
ま
ご
と
、
絵
本
と
関
連
し
た
道
具
や
人

形
、
お
絵
描
き
や
工
作
の
コ
ー
ナ
ー
を
、
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

吊
り
遊
具
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ス
ク
リ
ュ
ー
カ
ー
、
ボ
ー
ル
な
ど

の
運
動
遊
具
と
季
節
の
掲
示
物
を
用
意
し
、
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
遊
び
に
向
か
い
、
身
近
な
教
師
と
関
わ
っ
て
遊
ぶ
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。⽛
遊
び
活
動
（
素
材
遊
び
、
音
楽
遊
び
、

運
動
遊
び
）⽜⽛
な
か
よ
し
タ
イ
ム
（
社
会
生
活
の
指
導
）⽜⽛
の
び

の
び
タ
イ
ム
（
自
立
活
動
の
指
導
）⽜
で
は
、
学
級
を
基
本
に
し
つ

つ
、
子
供
の
興
味
・
関
心
等
の
実
態
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
の
形
態

で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。⽛
個
別
の
課
題
学
習
⽜
と
⽛
自
立

課
題
⽜
で
は
、
一
人
一
人
の
認
知
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

態
に
応
じ
て
、
一
対
一
の
楽
し
い
遊
び
の
中
に
課
題
を
取
り
入
れ

て
指
導
し
て
い
ま
す
。⽛
朝
の
集
ま
り
⽜
や
⽛
給
食
の
集
ま
り
⽜、

⽛
帰
り
の
集
ま
り
⽜
で
は
、
集
団
へ
の
参
加
の
基
礎
を
育
て
る
た
め
、

活
動
の
中
で
友
達
や
教
師
を
意
識
し
、
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
に

意
味
を
も
て
る
よ
う
に
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
季
節
の
行
事
、
自
然
や
文
化
的
な
体
験
も
大
切
に
し
て

活
動
内
容
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

5

小
学
部
の
教
育

小
学
部
の
教
育
課
程
は
、
生
活
活
動
の
指
導
、
社
会
生
活
の
指

導
、
余
暇
活
動
の
指
導
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
各
教
科
、

自
立
活
動
等
か
ら
編
成
し
て
い
ま
す
。特
に
、⽛
個
別
の
課
題
学
習
⽜

と
し
て
国
語
・
算
数
・
自
立
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
個
々

の
実
態
や
課
題
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、⽛
の
び

の
び
タ
イ
ム
⽜
と
し
て
、

児
童
を
、
低
学
年
・
高
学

年
そ
れ
ぞ
れ
で
実
態
や
課

題
を
考
慮
し
た
縦
割
り
の

学
習
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

小
集
団
の
形
で
自
立
活
動

の
時
間
に
お
け
る
指
導
等

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
特
色
で
す
。

小
学
部
で
は
、
次
の
⚔

つ
を
指
導
の
柱
と
し
て
、

個
々
の
児
童
の
実
態
や
特

性
に
応
じ
た
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

①

心
身
の
調
和
的
発
達
を
目
指
し
、
健
康
で
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
力
を
育
て
る
。

②

身
近
な
大
人
や
友
達
と
の
関
わ
り
を
広
げ
、
適
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
。

③

様
々
な
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
気
づ
き
考
え
る
こ
と
を

大
切
に
し
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
ら
表
現
で
き
る

力
を
育
て
る
。

④

好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、
進
ん
で
物
事
に
取

り
組
も
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

6

寄
宿
舎
の
教
育

本
校
に
は
知
的
特
別
支

援
学
校
で
は
珍
し
い
寄
宿

舎
が
あ
り
、
県
外
や
県
内

に
自
宅
が
あ
る
も
の
の
、

通
学
が
困
難
な
子
供
た
ち

⚖
名
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

教
室
担
任
や
保
護
者
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
退
舎

後
の
家
庭
生
活
及
び
地
域

生
活
を
見
据
え
、
好
ま
し

い
人
間
関
係
を
基
盤
と
し

な
が
ら
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
と
生
き
る
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誕
生
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
各
種
行

事
を
企
画
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
寄
宿
舎
生
活
を
送

れ
る
よ
う
な
配
慮
も
行
っ
て
い
ま
す
。

7

特
色
の
あ
る
教
育
活
動

〇
自
閉
症
教
育
の
先
導
的
な
拠
点
と
し
て

本
校
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
⚒
期
⚗
年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら

研
究
開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
、⽛
自
閉
症
児
の
た
め
の
教
育
課

程
⽜
に
関
す
る
開
発
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
幼
児
期

7
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か
ら
児
童
期
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
、

そ
の
成
果
を
毎
年
⚒
月
に
自
閉
症
教
育
実
践
研
究
協
議
会
の
場
で
、

全
国
に
発
信
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
以
降
は
、

⽛
知
的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
幼
児
児
童
の
た
め
の
自
立
活
動
の
指

導
〜
思
い
、
考
え
、
行
動
す
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
た
授
業

づ
く
り
〜
⽜
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
研

究
活
動
や
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

も
と
に
、
自
閉
症
児
の
た
め
の
指
導
法
や
教
材
に
関
し
て
は
、⽛
明

日
か
ら
使
え
る
自
閉
症
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
⽜
と
い
う
書
籍
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ウ
ィ

ル
ミ
ン
ト
ン
に
あ
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
セ
ン
タ
ー

長
他
⚒
名
の
教
育
心
理
士
を
お
呼
び
し
、
自
閉
症
幼
児
の
指
導
の

た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽛Ready、

set、
go

⽜
を
本
校
向
け
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、
教
職
員
全
員
で
⚔
日
間
に
わ
た
る
研
修

を
行
う
な
ど
、
全
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
は
、⽛
子
供
た
ち
一
人
一
人

が
確
か
に
育
つ
授
業
づ
く
り
⽜
と
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
根
拠
の

あ
る
実
態
把
握
と
的
確
な
指
導
計
画
に
基
づ
く
授
業
実
践
を
重
ね

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
常
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
指
導
法
を

見
直
し
な
が
ら
、
授
業
研
究
会
と
事
例
検
討
会
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
教
師
教
育
拠
点
と
し
て

学
校
公
開
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、

研
究
協
議
会
な
ど
に
は
、
毎
年

全
国
か
ら
六
百
名
程
度
の
参
加

者
が
あ
り
ま
す
。
日
常
的
な
学

校
見
学
を
目
的
と
し
た
来
校
者

は
、
現
職
教
員
を
中
心
に
八
百

名
近
く
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の

中
で
、
平
成
24
年
度
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ボ
リ
ビ
ア
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ド
イ
ツ
な
ど
⚘
カ
国
か

ら
約
80
名
の
教
員
や
行
政
機
関

の
職
員
、
大
学
の
研
究
者
な
ど

が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、大
学
が
主
催
す
る⽛
免

許
状
更
新
講
習
⽜
事
業
の
附
属

学
校
実
践
演
習
や
⽛
免
許
法
認

定
公
開
講
座
⽜
な
ど
に
も
積
極

的
に
協
力
し
、
全
国
の
教
員
研

修
や
教
員
の
資
質
向
上
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

教
育
実
習
や
介
護
等
体
験
は
、

筑
波
大
学
だ
け
で
な
く
、
神
奈

川
県
下
の
国
立
大
学
な
ど
か
ら

も
学
生
の
受
入
を
行
っ
て
い
ま

す
。平

成
25
年
度
か
ら
は
、
海
外
の
大
学
か
ら
の
研
修
生
や
国
内
の

普
通
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
当
教
員
、
他
の
国
立
大
学
附
属
の

特
別
支
援
学
校
の
教
員
等
を
内
地
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
研

修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
は
、
幼
稚
部
の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、⽛
知
的
障

害
を
伴
う
自
閉
症
幼
児
教
育
研
究
会
⽜
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
研
究
会
で
は
、
教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
福
祉
・
医
療
関
係

者
や
大
学
の
研
究
者
・
学
生
な
ど
も
交
え
て
、
自
閉
症
の
幼
児
教

育
の
課
題
を
共
有
し
、
指
導
法
等
の
改
善
を
広
く
深
め
て
い
く
予

定
で
い
ま
す
。

〇
国
際
教
育
拠
点
と
し
て

平
成
21
年
度
よ
り
中
国
浙
江
省
寧
波
市
に
あ
る
達
敏
学
校
（
知

的
特
別
支
援
学
校
）
と
の
交
流
を
開
始
し
、
同
校
の
教
員
が
本
校

を
訪
れ
、
自
閉
症
児
教
育
の
研
修
を
積
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
23
年
度
に
は
、
本
校
の
教
員
が
同
校
を
訪
問
す
る

と
と
も
に
、
併
せ
て
姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
中
国
華
東
師
範
大
学
や
附
属
す
る
自
閉
症
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
交
流
も
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、
本
校
と
の
親
密
な
連
携
の

も
と
、
今
後
の
中
国
国
内
で
の
自
閉
症
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
発

展
を
求
め
て
お
り
、
本
校
へ
の
期
待
も
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
達
敏
学
校
に
加
え
、
本
校
の
教
員
が
、
中
国
江
蘇

省
蘇
州
市
に
あ
る
蘇
州
工
業
園
区
仁
愛
学
校
と
上
海
市
の
華
東
師

範
大
学
特
殊
教
育
学
院
と
自
閉
症
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し

た
。
平
成
27
年
か
ら
は
、

本
校
で
の
授
業
場
面
な

ど
の
ネ
ッ
ト
配
信
や
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
両
校
教
員
同

士
で
の
授
業
研
究
会
、

合
同
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
開
催
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
同
国
に

対
す
る
自
閉
症
教
育
の

支
援
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
東
南
ア
ジ

ア
を
は
じ
め
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
諸
外
国
の
障
害
児
教
育

関
係
者
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
諸
外
国
の
自
閉
症
教
育

を
支
援
す
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
自
閉
症
啓
発
の
取
り
組
み

平
成
22
年
度
か
ら
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
取
り
組
み
に
合

わ
せ
、
独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
と
の
共

催
に
よ
り
、
毎
年
5
月
に
⽛
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
in
横
須
賀
⽜

を
企
画
・
開
催
し
、
地
域
で
の
自
閉
症
児
の
理
解
と
自
閉
症
教
育

の
成
果
の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
以
降
は
、
毎
年
12
月
の
横
須
賀
市
の
障
害
者
週
間

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
横
須
賀
市
の
教
育
委
員

会
や
障
害
福
祉
課
の
後
援
を
得
る
ま
で
に
な
り
、
本
校
の
存
在
や

自
閉
症
教

育
に
関
す

る
理
解
を

広
め
る
こ

と
が
で
き

つ
つ
あ
り

ま
す
。
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1

本
校
の
概
要

本
校
は
埼
玉
県
坂
戸
市
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
周
囲
は
今
で
こ

そ
住
宅
地
が
増
え
ま
し
た
が
、
少
し
歩
く
と
田
畑
や
平
地
林
が
見

ら
れ
、
自
然
が
豊
か
な
所
で
す
。
高
等
学
校
の
単
独
校
で
、
⚑
学

年
⚔
ク
ラ
ス
、
全
校
生
徒
480
名
、
職
員
53
名
と
い
う
規
模
の
学
校

で
す
が
、
敷
地
面
積
は
約
⚗
万
㎡
あ
り
、
東
京
ド
ー
ム
の
1.5
倍
の

広
さ
の
中
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
べ
る
教
育
環
境
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

教
育
目
標
は
、⽛
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
総
合
的
に
施
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
生
涯
を
通
じ
て

学
び
続
け
る
資
質
や
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
社
会
の
進
展
や
科

学
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
と
そ
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
。⽜
こ
と
で
す
。
近
年
⽛
持
続

可
能
な
社
会
の
形
成
者
⽜
と
し
て
、
地
域
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決
に
、
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

2

総
合
学
科
へ
の
改
編
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

平
成
⚖
年
度
に
総
合
学
科
高
校
へ
改
編
し
た
際
、
⚔
つ
の
系
列

を
設
置
し
ま
し
た
。
教
育
課
程
の
改
訂
を
経
て
、
現
在
、
生
徒
は

⚒
年
次
以
降
ど
れ
か
ひ
と
つ
の
⽛
科
目
群
⽜
を
選
択
し
、加
え
て
一

般
選
択
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
で
一
人
一
人
異
な
る
時
間
割
で
学

び
ま
す
。

9

筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校
の⽛
い
ま
⽜
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本
校
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年
に
周
辺
の
⚑
町
⚕
ヶ

村
学
校
組
合
立
坂
戸
実
務
学
校
・
坂
戸
女
学
校
と
し
て
創
立

し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
か
ら
は
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学

校
と
な
り
、
平
成
⚖
年
に
全
国
初
の
⽛
総
合
学
科
高
校
⽜
に

改
編
し
、
普
通
教
科
な
ら
び
に
農
業
・
工
業
・
家
庭
・
福
祉
・

商
業
の
専
門
教
科
を
総
合
的
に
教
育
す
る
高
等
学
校
と
し
て

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

校舎外観

研究大会で卒業研究発表をする生徒



⑴

生
物
資
源
・
環
境
科
学

農
学
・
環
境
・
生
物
に
関
す
る
科
目
群

⑵

工
学
シ
ス
テ
ム
・
情
報
科
学

工
学
・
物
理
・
情
報
技
術
に
関
す
る
科
目
群

⑶

生
活
・
人
間
科
学

衣
食
住
・
福
祉
・
保
育
に
関
す
る
科
目
群

⑷

人
文
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

言
語
・
文
化
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
科
目
群

⚑
年
次
で
は
総
合
学
科
の
原
則
履
修
科
目
⽛
産
業
社
会
と
人

間
⽜
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
自
己
の

個
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
伸
ば
そ
う
と
す
る
意
欲
を
持
つ
こ
と
、

働
く
意
義
を
理
解
し
将
来
の
生
き
方
や
進
路
に
目
的
を
持
つ
こ
と
、

学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
目
的
を
理
解
し
教
科
・
科
目
の
選
択
に
役
立

て
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
各
科
目
群
の
体
験
を
通
し
て
生
徒
が
自

ら
学
ぼ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
興
味
・
関
心
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、

職
場
体
験
や
筑
波
大
学
見
学
、
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
も
実
施

し
、
体
験
を
通
し
て
自
己
の
あ
り
方
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
を
重

視
し
ま
す
。
⚒
年
次
⚓
年
次
で
は
、
必
履
修
科
目
や
選
択
科
目
を

学
び
な
が
ら
専
門
分
野
の
学
習
と
と
も
に
基
礎
基
本
と
な
る
学
力

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
⚓
年
次
に
は
生
徒
全
員
が
卒
業
研
究
を
行

い
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
毎
年
⚒
月
に

開
催
す
る
研
究
大
会
を
通
し
て
発
表
し
ま
す
。

3

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

現
在
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

⑴

海
外
校
外
学
習

海
外
で
の
校
外
学
習
は
⽛
異
文
化
理
解
⽜
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
平

成
10
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
韓
国
を
ス
タ
ー
ト
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
台
湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
行
き
先
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
間
交
流
を
続
け
ま
し
た
。
27
年
度
か
ら
は

カ
ナ
ダ
へ
行
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
異
文
化
理
解
、
社
会
的
課
題

比
較
、
語
学
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

⑵

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動

平
成
23
年
に
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
附
属
コ
ル
ニ
タ
高
校
と
姉
妹

校
協
定
を
結
ん
で
以
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
26
年
文
部
科
学
省
が
開
始
し
た
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
事
業
に
指
定
さ
れ
、⽛
先
進
的
な
総
合
学

科
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ア
セ
ア
ン
社
会
を
創
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
⽜
を
研
究
開
発
課
題
に
、
現
在
⚓
年
目
の
実
践
を
続

け
て
い
ま
す
。

国
際
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

毎
年
夏
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
て
コ

ル
ニ
タ
高
校
と
環
境
林
業
省
附
属
高
校
の
生
徒
た
ち
と
共
に
、
人

と
森
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
、
持
続
的
に
森
が
維
持
さ
れ
て
い
く

た
め
の
方
法
を
考
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
国
際
Ｅ
Ｓ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
日

本
の
高
校
生
た
ち
が
毎
年
秋
に
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文
京
校
舎
に
集

ま
り
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
国
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
成
果
発
表
会

毎
年
秋
に
本
校
が
主
催
し
全
国

の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
の
生
徒
や
海
外
の
生
徒
を
招
き
、
文
京
校
舎
で
課
題

研
究
の
成
果
発
表
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
た
ち
と
共

に
学
び
、
集
う
場
所
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
問
題
解
決

能
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑶

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
と
は
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
生
徒
の
年
齢
に
応
じ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本

校
で
は
日
本
語
に
よ
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(Ｄ
Ｐ
)の
導

入
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
校
舎
を
改
修
し
、
Ｄ
Ｐ
に
必
要
な

施
設
設
備
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
教
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
研
修
を
深
め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
⚖
月
に
Ｄ
Ｐ
候
補
校
に

認
定
さ
れ
、
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

4

最
後
に
、
特
徴
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

⑴

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

本
校
は
、
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
が
盛
ん
で
す
。
⚑
年
次
に

は
生
徒
全
員
が
筑
波
大
学
の
特
別
支
援
学
校
や
地
域
の
特
別
支
援

学
校
を
訪
問
し
交
流
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の
科
目
を
選
択
し
た
生

徒
は
、
車
い
す
や
介
助
器
具
を
学
ぶ
と
共
に
、
交
流
を
続
け
ま
す
。

農
業
の
科
目
を
選
択
し
た
生
徒
が
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
、
視
覚
障

害
の
あ
る
生
徒
が
収
穫
す
る
こ
と
も
毎
年
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
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近
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
一
環
と
し
て
、

本
校
と
特
別
支
援
学
校
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵

課
外
活
動

課
外
活
動
に
つ
い
て
は
体
育
部
13
団
体
、
文
化
部
⚘
団
体
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
自
転
車
競
技
部
は
⚒
⚐
⚑
⚕
年
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
（
タ
イ
）
で
⚕
冠
獲
得
、
⚒
⚐
⚑
⚕
年
ジ

ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
米
国
）
で
⚔
位
、
⚒

⚐
⚑
⚖
年
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
（
日
本
）
に
お
い
て
⚑
位
を
獲
得

し
ま
し
た
。

⑶

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
活
動

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
後
援
会
と
と
も
に
盛
ん
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
研
修
旅
行
、親
子
美
化
活
動
、黎
明
祭（
文

化
祭
）
へ
参
加
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
応
援
が
続
き
ま
す
。
ど
の
行

事
も
多
く
の
方
が
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
生
徒

の
卒
業
後
は
、
後
援
会
員
と
し
て
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。(文

責
：
副
校
長

石
井
克
佳
)

11

自転車競技世界選手権 梶原悠美さん

生徒が考案したゲームで交流

PTA親子で美化活動



こ
の
度
「
茗
渓
」
で
、「
筑
波
大

学
附
属
諸
学
校
を
巡
る
」
と
い
う

特
集
を
通
し
て
附
属
学
校
を
紹
介

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
本
の

学
校
教
育
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
な
か
、
筑
波
大
学
の
11
の
附
属
学
校
が
新
し
い
教
育
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
様
子
を
お
伝
え
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
稿

で
は
、
特
集
の
ま
と
め
と
し
て
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

1

筑
波
大
学
附
属
学
校
群
の
過
去
と
現
在

筑
波
大
学
に
は
附
属
学
校
が
11
校
あ
り
ま
す
。
筑
波
大
学
の
附

属
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
も
っ
て
、
東
京
教
育
大
学
、
筑
波

大
学
等
の
附
属
学
校
と
し
て
参
加
し
て
き
た
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
独
自
の
教
育
文
化
を
も
つ
と
い
う
強
み

と
11
校
が
ま
と
ま
り
に
く
い
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
筑
波
大
学
で
は
学
校
教
育
部
、
そ
し
て

（
国
立
大
学
法
人
化
後
は
）
附
属
学
校
教
育
局
を
お
い
て
11
校
の

管
理
と
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
附
属
学
校
教
育
局
に
指
導
教

員
（
教
育
・
心
理
・
障
害
科
学
等
の
大
学
教
員
）
を
置
き
、
筑
波

大
学
の
教
育
研
究
活
動
に
つ
い
て
附
属
学
校
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
附
属
学
校
の
教
育
活
動
等
に
関
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の
機
能
と
似
て
い
ま
す
が
、

附
属
学
校
と
筑
波
大
学
の
共
同
研
究
を
進
め
る
と
こ
ろ
に
独
自
性

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
2
0
1
5
年
か
ら
11
の
附
属
学
校
を
一

つ
の
群
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
と
し
て
と
ら
え
、「
附
属
学
校
群
」
と
し

て
、
筑
波
大
学
お
よ
び
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
附
属
学
校
群
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
附
属
学
校
11
校

の
幼
児
児
童
生
徒
の
交
流
で
よ
り
良
質
の
教
育
と
研
究
を
め
ざ
す

と
い
う
側
面
と
、（
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
国
立
大
学
の
附
属

と
し
て
）
よ
り
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
を
行
う
と
い
う
側
面
を
も

っ
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
と
し
て
、
確
か
な
経
営
基

盤
を
も
ち
、
学
校
教
育
に
関
わ
る
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

2

筑
波
大
学
附
属
学
校
群
の
現
在
と
未
来

今
日
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
に
は
、
社
会
の
教
育
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
責
任
と
能
力
が
あ
り
ま
す
。
国
立
大
学
法
人
は

6
年
間
の
第
3
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
期
間
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
附
属
学
校
群
の
中
核
の
計
画
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
素
養
を

育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」、「
筑
波
型
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進
」
な
ど
で
す
。
こ
の
特
集
で
紹
介

し
た
学
校
の
強
み
を
活
か
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
共
生
（
人
種
、

宗
教
、
身
体
的
特
徴
（
障
害
を
含
め
て
）
な
ど
多
様
な
人
々
が
共

に
生
き
る
）
の
社
会
を
つ
く
り
促
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、
多
様
な
文
化
を
も
つ
人
々
と
協
力
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で
は
、

障
害
の
有
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
共
生
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
側
面
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
側
面
を
重
ね
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な
人
々
に
対
し
て
寛
容

で
、
互
い
の
強
み
を
活
か
し
合
い
、
弱
さ
を
補
い
合
っ
て
、
生
き

て
い
く
…
そ
ん
な
社
会
を
作
る
人
材
を
附
属
学
校
群
で
育
て
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
育
の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
5

年
、
2
0
1
6
年
、
附
属
学
校
群
で
は
「
黒
姫
高
原
共
同
生
活
」

を
行
い
ま
し
た
。2
0
1
6
年
は
、小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
様
々

な
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
を
含
む
73
名
が
、
附
属
11
校
中
8
校
か

ら
参
加
し
て
、
多
彩
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

3

附
属
学
校
群
の
未
来
に
向
け
た
課
題

ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
は
豊
か
な

歴
史
と
教
育
実
績
を
も
ち
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
共
生
社
会
を
支
え

る
人
材
育
成
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
課
題
が
あ

り
ま
す
。
第
一
に
、
附
属
学
校
群
の
教
育
・
研
究
成
果
を
、
日
本

の
教
育
、
世
界
の
教
育
に
役
立
て
る
よ
う
に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
信
な
ど
さ
ら
な
る
戦

略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
に
、
大
学
と
の
連
携
や
大
学
お

よ
び
附
属
学
校
Ｏ
Ｂ
同
窓
会
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
教
育
の
促
進
に
お
い
て
、
筑
波
大
学

教
育
研
究
科
、
附
属
坂
戸
高
校
、
茗
渓
学
園
の
担
当
者
が
定
期
的

に
交
流
し
、
連
携
を
始
め
ま
し
た
。
第
三
に
、
附
属
学
校
群
と
し

て
経
営
基
盤
を
し
っ
か
り
と
す
る
こ
と
で
す
。
筑
波
大
学
の
一
員

と
し
て
、
事
業
費
や
研
究
費
の
獲
得
な
ど
自
主
的
な
努
力
を
重
ね

な
が
ら
、
産
業
界
等
と
の
連
携
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

筑
波
大
学
附
属
学
校
群
が
、
筑
波
大
学
フ
ァ
イ
ミ
リ
ー
の
一
員

と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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筑
波
大
学
附
属
学
校
群
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
特
命
教
授

前
理
事
副
学
長
・
附
属
学
校
教
育
局
教
育
長

石
隈

利
紀



筑
波
大
学
と
ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
(株
式
会
社
ド
ー
ム
)が

包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結

本
学
と
米
国
ア
ン
ダ
ー
ア

ー
マ
ー
を
日
本
で
展
開
す
る

株
式
会
社
ド
ー
ム
は
、
包
括

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
に
よ
り
大
学
ス
ポ
ー

ツ
の
運
営
方
式
に
関
す
る
共

同
研
究
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
社
会
、
地
域
、

学
生
生
活
の
充
実
活
性
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
等
を
目

指
し
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
、
本
学
の

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ブ
レ
ム
を
新

た
に
制
定
し
、
そ
れ
を
冠
し
た
ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
製
の
新
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
11
月
15
日
に

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
協
定
締
結
に
伴
う
発
表
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ま
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

硬
式
野
球
部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
男
女
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
男
女
ラ
ク
ロ
ス
部
の
選
手
と
、
ラ
イ
セ
ン

ス
商
品
を
身
に
つ
け
た
学
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
40
回
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ー

11
月
12
、
13
日
に
第
40
回
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
延
べ
⚑
万
人
以
上
が
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
⽛
正
式
種
目
⽜
の
ほ
か
、
体

育
会
所
属
団
体
に
よ
る
⽛
サ
ー
ク
ル
企
画
⽜、
身
体
が
不
自
由
な

方
や
体
力
に
自
信
が
な
い
方
で
も
楽
し
め
る
⽛
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス

ポ
ー
ツ
⽜、
吹
き
矢
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
が
で
き
る
⽛
学
生
委

員
会
企
画
⽜
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
⚒
日
間
で
し
た
。

第
42
回
学
園
祭
⽛
雙
峰
(そ
う
ほ
う
)祭
⽜

11
月
⚔
日
か
ら
⚖
日
の
⚓
日
間
、

第
42
回
筑
波
大
学
学
園
祭
⽛
雙
峰

祭
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
園
祭
実
行
委
員
の
学
生
を
中

心
に
、
子
ど
も
向
け
の
企
画
や
名

物
授
業
の
体
験
、
研
究
機
関
の
紹

介
、
受
験
生
応
援
な
ど
、
約
400
の

企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
後
夜
祭

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
本
学
附
属

病
院
に
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
が

描
い
た
原
画
を
元
に
制
作
さ
れ
た

花
火
が
上
が
り
、
延
べ
⚓
万
⚕
千

人
を
超
え
る
来
場
者
に
恵
ま
れ
た

今
年
の
雙
峰
祭
が
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

期
間
中
に
は
卒
業
後
20
年
を
迎

え
る
同
窓
生
を
対
象
に
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
茗
渓

会
よ
り
50
万
円
の
助
成
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

林
悠
准
教
授
が

⽛
つ
く
ば
奨
励
賞
⽜
若
手
研
究
者
部
門
を
受
賞

国
際
統
合
睡
眠
医

科
学
研
究
機
構
の
林

悠
准
教
授
は
⽛
夢
を

生
み
出
す
レ
ム
睡
眠

の
意
義
と
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
⽜
の
研
究

が
評
価
さ
れ
、⽛
第

26
回
つ
く
ば
奨
励

賞
⽜
若
手
研
究
者
部

門
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
茨
城

県
内
に
お
い
て
顕
著

な
研
究
成
果
を
収
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
40
歳
以
下
の

研
究
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。
11
月
22
日
に
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
授

賞
式
典
が
開
催
さ
れ
、
江
崎
玲
於
奈
賞
、
つ
く
ば
賞
が
あ
わ
せ
て

表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
受
賞
者
ら
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。躍

動
す
る
人
文
社
会
研
究

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
研
究
発
信
月
間

10
月
15
日
か
ら
12
月
10
日
の
期
間
に
、
本
学
人
文
社
会
系
と
人

文
社
会
国
際
比
較
研
究
機
構
（
Ⅰ
Ｃ
Ｒ
）
が
中
心
と
な
り
、⽛
筑
波

大
学
人
文
社
会
系
研
究
発
信
月
間
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
⚕
日
に
は
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、⽛
逆

境
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
⽜
を
開
催
し
、
蒲
島
郁
夫
氏
（
熊
本

県
知
事
、
元
筑
波
大
学
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講

演
ほ
か
、
児
島
明
佳
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
研
究
事
業
部
研
究
事

業
課
長
(兼
)研
究
倫
理
推
進
室
長
）、
辻
中
豊
教
授
（
Ⅰ
Ｃ
Ｒ
機
構

長
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

⽛
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
研
究
発
信
月
間
⽜
は
、
社
会
的
要
請
の

高
い
人
文
社
会
系
分
野
の
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
今
後
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

大
学
日
本
一
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
イ
ン
カ
レ
⚓
連
覇
⽒

大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
日
本
一
決
定
戦
⽛
第
68
回

全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
⽜
で
、
本

学
男
子
チ
ー
ム
が
東
海
大
学

を
破
り
⚓
年
連
続
⚔
回
目
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
最
優
秀
選
手

賞
・
得
点
王
に
体
育
専
門
学

群
⚓
年
の
杉
浦
佑
成
さ
ん
、

優
秀
選
手
賞
に
同
⚔
年
の
生

原
秀
将
さ
ん
、
同
⚓
年
の
馬

場
雄
大
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
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筑
波
大
学
は
い
ま

筑
波
大
学
は
い
ま

右
・
西
川
潔

茗
渓
会
副
理
事
長

左
・
永
田
恭
介
学
長

（左から）茨城県科学技術振興財団理事
江崎玲於奈氏、林 悠准教授、つくば市長
五十嵐立青氏



平
成
14
年
、
茗
渓
会
は
創
基
百
三
十
年
を
迎
え
、
こ
の
年
を
第

一
回
目
と
し
て
、
人
材
育
成
功
労
者
と
青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動

功
労
者
を
対
象
と
す
る
顕
彰
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
般
の
方
々
の
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
も
顕
彰
対
象

に
広
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
筑
波
大
学
の
大
学

院
生
の
社
会
貢
献
活
動
や
研
究
も
顕
彰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
茗
渓
会
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
貢
献
活
動
や
研
究
だ
け

で
は
な
く
、
芸
術
分
野
で
優
れ
た
卒
業
作
品
を
制
作
し
た
筑
波
大

学
の
学
生
に
対
し
て
も
、
毎
年
顕
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
（
平
成
28
年
度
）
の
一
般
の
方
々
を
対
象
と
す
る
茗
渓

会
賞
の
顕
彰
式
は
、
平
成
28
年
11
月
26
日
(土
曜
日
)に
、
筑
波
大

学
の
大
学
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
式
で
は
、
本
会
の
江
田
昌
佑
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
受

賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
筑
波
大
学
の
稲
垣
敏
之
副
学
長
が
、
ご
来
賓
と
し
て

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

さ
ら
に
西
川
潔
選
考

委
員
長
か
ら
選
考
経

過
が
説
明
さ
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
、

懸
田
弘
訓
さ
ん
が
挨

拶
さ
れ
て
顕
彰
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

顕
彰
式
の
後
、
受

賞
者
の
皆
さ
ん
を
囲

ん
で
祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
背
景
に

あ
る
高
い
志
が
述
べ
ら
れ
、

⽛
今
回
の
顕
彰
で
こ
れ
ま

で
の
地
道
な
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
。
こ
の
よ
う
な

活
動
を
今
後
も
引
き
続
き

着
実
に
続
け
て
い
き
た
い
⽜

と
い
う
、
社
会
貢
献
活
動

に
対
す
る
新
た
な
決
意
の

言
葉
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
（
順
不
同

敬
称
略
）

団

体

福
祉
施
設
等
で
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

フ
レ
ン
ド
リ
ー
Ｄ
Ｏ
Ｇ
＆
Ｃ
Ａ
Ｔ

（
代
表

宗
像
宏
美
）
(埼
玉
県
)

フ
レ
ン
ド
リ
ー
Ｄ
Ｏ
Ｇ
＆
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
、
動
物
が
飼
え
な
い
環
境

に
あ
る
福
祉
施
設
や
、
学
校
・
保
育
園
な
ど
を
訪
問
し
て
、
連
れ

て
行
っ
た
犬
や
猫
な
ど
と
の
触
れ
あ
い
を
通
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
⽛
動
物
介
在
活
動
（
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
⽜）
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

訪
問
し
た
直
後
は
さ
ほ
ど
反
応
が
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
犬
や

猫
の
芸
を
見
た
り
抱
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、⽛
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
⽜
な
ど
と
、
涙
ぐ
ん
だ
り
笑

っ
た
り
と
、
表
情
が
豊
か
に
な
り
、
離
れ
が
た
く
な
っ
て
、
再
訪

問
の
日
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
。

老
人
ホ
ー
ム
の
車
い
す
を
修
理
し
、

中
古
の
車
い
す
を
再
生
し
て
海
外
に
贈
る
活
動

大
森
学
園
高
等
学
校
⽛
車
い
す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
⽜

（
顧
問

小
笠
原
健
太
）
(東
京
都
)

大
森
学
園
高
等
学
校
の
⽛
車
い
す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
⽜

の
生
徒
た
ち
は
、
工
業
科
で
学
ん
だ
技
術
を
生
か
し
、
毎
月
一
回
、

近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
に
赴
き
、
車
い
す
の
掃
除
、
パ
ン
ク
修
理
、

ブ
レ
ー
キ
の
調
整
や
空
気
入
れ
な
ど
の
整
備
活
動
を
二
十
年
に
わ

た
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
12
年
か
ら
は
、
中
古
の
車
い
す

を
再
生
し
て
海
外
に
贈
る
国
際
協
力
活
動
⽛
空
飛
ぶ
車
い
す
⽜
に

参
加
し
、
廃
棄
さ
れ
る
車
い
す
を
引
き
取
っ
て
新
品
同
様
に
整
備

し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
韓
国
な
ど
17
カ
国
に
八
百
台
以
上
贈
る
活
動

も
続
け
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
続
け
た
卒
業
生
の
中
に
は
、
こ
れ

で
車
い
す
の
重
要
性
に
目
覚
め
、⽛
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り

よ
い
車
い
す
を
作
り
た
い
⽜
と
、
車
い
す
製
造
の
会
社
に
就
職
を

す
る
生
徒
も
出
て
い
る
と
い
う
。

障
が
い
者
も
健
常
者
と
一
緒
に

⽛
か
け
っ
こ
を
楽
し
む
⽜
陸
上
教
室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
⽛
シ
オ
ヤ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
⽜

（
理
事
長

塩
家
吹
雪
）
(千
葉
県
)

塩
家
吹
雪
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
シ
オ
ヤ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
障
が
い
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
練
習

し
た
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
ク
ラ
ブ
で
、
未
就
学
児
か

ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
⽛
ジ
ュ
ニ
ア
か
け
っ
こ
教
室
⽜
と

中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
を
対
象
と
す
る
⽛
陸
上
教
室
⽜
の
二
つ
が

あ
る
。

塩
家
さ
ん
は
、
東
京
北
区
に
あ
る
陸
上
チ
ー
ム
⽛
Ａ
Ｃ
・
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ａ
⽜
で
、
障
が
い
者
と
健
常
者
が
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
を
輩
出
す
る
と
い
っ
た
本
格
的
な

陸
上
競
技
を
指
導
す
る
一
方
で
、
こ
の
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
を
通
し
て
、

全
国
ど
こ
で
も
障
が
い
者
が
健
常
者
の
大
会
に
出
場
で
き
る
環
境

を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伝
統
の
前
掛
け
を
織
り
つ
な
ぐ

前
掛
け
専
門
販
売
会
社
⽛
エ
ニ
シ
ン
グ
⽜

（
代
表

西
村
和
弘
）
(東
京
都
)

前
掛
け
製
造
⽛
芳
賀
織
布
工
場
⽜

（
代
表

芳
賀
正
人
）
(愛
知
県
)

小
金
井
市
の
前
掛
け
専
門
販
売
会
社
⽛
エ
ニ
シ
ン
グ
⽜
の
若
手
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社
員
三
人
は
、
厚
手
の
綿
生
地
で
作
ら
れ
た
⽛
前
掛
け
⽜
の
伝
統

的
な
織
り
技
を
学
ぶ
た
め
、
か
つ
て
の
一
大
生
産
地
で
あ
っ
た
豊

橋
市
の
⽛
芳
賀
織
布
工
場
⽜
で
修
行
に
励
ん
で
い
る
。
酒
屋
や
米

屋
で
な
じ
み
の
⽛
前
掛
け
⽜
は
、
衣
服
の
汚
れ
や
破
れ
を
守
り
実

用
的
で
あ
る
た
め
昭
和
四
十
年
代
に
は
大
流
行
を
迎
え
た
が
、
近

年
需
要
が
低
迷
し
て
き
て
、
次
代
へ
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
た
。
こ
の
伝
統
的
な
前
掛
け
に
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

付
加
価
値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
需
要
を
を
生
み
出
し

た
販
売
専
門
店
を
経
営
す
る
⽛
エ
ニ
シ
ン
グ
⽜
で
は
、
そ
の
製
造

技
術
を
直
接
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
貴
重
な

伝
統
技
術
の
継
承
を
図
っ
て
い
る
。

将
棋
を
通
じ
て

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
や
交
流
を
図
る

Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｔ
企
画
⽛
筑
波
大
学
将
棋
部
⽜

（
部
長

小
原
悠
太
）
(茨
城
県
)

筑
波
大
学
将
棋
部
は
、
関
東
大
学
将
棋
連
盟
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
が
、
将
棋
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
に
協
力
し
た
り
、⽛
つ
く
ば
小
中
学
生
将
棋
大
会
⽜
を
主
催
運
営

す
る
な
ど
、
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
各
自
ゲ
ー
ム
機
を
持
ち
バ
ー
チ
ャ
ル
な

世
界
で
の
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
人
と
接
し
、
相
手
と
会

話
を
す
る
と
い
う
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

少
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
集
い
あ
い
、
直
接
盤

を
囲
ん
で
、
懸
命
に
相
手
に
勝
つ
た
め
に
や
り
と
り
を
し
あ
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
ど
う
し
が
交
流
を
深
め
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
、
そ
の
場
を
提
供
し
た
り
相
手
を
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

五
十
回
続
く
⽛
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
祭
⽜
を
継
承

⽛
萩
原
チ
ン
ド
ン
ま
つ
り
実
行
委
員
会
⽜

（
実
行
委
員
長

岩
田
晴
季
）
(愛
知
県
)

愛
知
県
一
宮
市
の
萩
原
商
店
街
で
は
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し

⽛
全
国
選
抜
チ
ン
ド
ン
祭
⽜
を
昭
和
42
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
五
十
回
目
を
迎
え
地
域
に
定
着
し
て
い
る
。
関
東
、
関
西
、

九
州
な
ど
の
全
国
か
ら
二
十
チ
ー
ム
も
集
ま
っ
て
技
を
競
う
こ
れ

だ
け
大
規
模
な
チ
ン
ド
ン
祭
は
、
富
山
市
と
双
璧
を
成
す
が
、
十

年
ほ
ど
前
は
⽛
懐
か
し
い
昭
和
の
名
残
⽜
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
岩
田
さ
ん
を
実
行
委
員
長
と
す
る
⽛
萩
原
チ
ン
ド

ン
ま
つ
り
実
行
委
員
会
⽜
は
、
地
元
の
多
く
の
人
々
の
協
力
に
加

え
小
中
学
生
に
も
ゴ
ミ
分
別
や
看
板
作
り
な
ど
の
役
割
を
与
え
、

子
ど
も
も
大
人
も
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
、
地
域
が
一
体
と
な

る
祭
り
へ
と
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

個

人

福
島
県
で
民
俗
芸
能
を

存
続
さ
せ
る
活
動
を
続
け
る

懸
田
弘
訓
（
福
島
県
)

東
日
本
大
震
災
で
福
島
県
の
民
俗
芸
能
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
た
。
高
校
教
師
で
あ
っ
た
懸
田
さ
ん
は
、
五
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
福
島
県
内
の
千
二
百
に
及
ぶ
民
俗
芸
能
を
研
究
し
て
き
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後
、
文
化
庁
の
委
託
で
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
浜
通
り
（
福
島
県
太
平
洋
沿
い
地
域
）
で
は
民
俗
芸
能

の
三
分
の
二
は
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
懸
田
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
⽛
民
俗
芸
能
を
継
承
す
る

ふ
く
し
ま
の
会
⽜
を
立
ち
上
げ
、
団
体
相
互
の
交
流
を
す
る
な
ど

存
続
の
気
運
を
盛
り
上
げ
、
昨
年
十
月
に
は
つ
い
に
南
相
馬
市
で

盛
大
に
発
表
会
が
開
催
で
き
る
ま
で
に
な
る
な
ど
、
民
俗
芸
能
の

保
存
、
継
承
、
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

被
災
地
の
避
難
所
に
畳
を
届
け
る

前
田
敏
康
（
兵
庫
県
)

神
戸
で
畳
店
を
営
む
前
田
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
⽛
避

難
所
に
畳
を
敷
き
、
被
災
者
の
方
々
の
痛
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ

ら
れ
た
ら
⽜
と
考
え
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
年

前
、
事
前
に
用
意
を
し
て
お
き
、
被
災
地
の
避
難
所
に
新
し
い
畳

を
無
料
で
届
け
る
⽛
⚕
日
で
五
千
枚
の
約
束
。⽜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
、
実
行
委
員
長
に
な
っ
た
。
避
難
所
に
届
け
ら
れ
る
畳

は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
抗
菌
、
防
音
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
湿
度
調

整
機
能
も
あ
っ
て
ス
ト
レ
ス
緩
和
が
期
待
で
き
る
。
い
ま
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
全
国
四
百
以
上
の
畳
店
が
加
わ
り
、
そ
の
協

力
に
よ
り
災
害
時
に
は
八
千
枚
の
畳
が
提
供
で
き
る
態
勢
が
整
っ

て
き
た
。
今
年
四
月
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
全
国
の
畳
店
か
ら

県
内
三
十
八
の
避
難
所
に
六
千
二
百
枚
の
畳
を
届
け
た
。

全
国
の
地
芝
居
を
盛
り
上
げ
る

お
坊
さ
ん

蒲
池
卓
巳
（
愛
知
県
)

真
宗
大
谷
派
の
副
住
職
で
も
あ
る
蒲
池
さ
ん
が
、
農
村
歌
舞
伎

と
も
呼
ば
れ
る
⽛
地
芝
居
⽜
の
情
報
サ
イ
ト
⽛
地
芝
居
ポ
ー
タ
ル
⽜

を
開
い
て
五
年
に
な
る
。
蒲
池
さ
ん
が
、
こ
の
活
動
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
、
学
生
時
代
に
⽛
地
芝
居
⽜
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、

僧
侶
と
し
て
の
勤
め
の
合
間
に
全
国
の
地
芝
居
公
演
を
見
て
歩
き
、

地
芝
居
を
知
ら
な
い
人
に
も
地
芝
居
の
魅
力
や
面
白
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
は
、
五
人
の
仲
間
と
と
も

に
手
分
け
し
て
集
め
た
全
国
百
五
十
以
上
の
団
体
や
八
十
件
以
上

の
公
演
日
程
や
公
演
場
所
な
ど
の
最
新
の
情
報
を
⽛
地
芝
居
ポ
ー

タ
ル
⽜
で
紹
介
し
、
伝
統
文
化
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

音
楽
の
つ
な
が
り
を
地
域
づ
く
り
に

三
浦
一
憲
（
茨
城
県
)

二
十
年
前
に
東
京
下
町
か
ら
つ
く
ば
市
に
移
り
住
ん
だ
三
浦
さ

ん
は
、音
楽
を
通
し
て
市
民
の
活
気
あ
る
交
流
を
目
指
そ
う
と⽛
つ

く
ば
・
ま
ち
か
ど
音
楽
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
現
ま
ち
か
ど
音
楽

市
場
）⽜
を
立
ち
上
げ
、
市
や
商
工
会
議
所
の
支
援
を
得
て
、
登
録

演
奏
家
を
募
り
、⽛
ま
ち
か
ど
音
楽
祭
⽜
を
企
画
し
、
市
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
は
、
活
動
の
拠
点
を
周

辺
地
域
に
移
し
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
家
に
よ
る
ラ
イ
ブ

を
披
露
し
た
り
、
森
の
中
で
音
楽
祭
を
開
い
た
り
し
な
が
ら
、
子

ど
も
達
を
育
て
る
場
と
し
て
の
地
域
の
力
を
育
ん
だ
り
、
子
ど
も

も
大
人
も
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
に
尽
力
し
て
い
る
。

な
お
、
大
学
院
生
の
顕
彰
、
芸
術
部
門
の
顕
彰
に
つ
い
て
は
、

今
後
二
月
に
選
考
を
行
い
、
筑
波
大
学
の
卒
業
式
で
顕
彰
を
行
う

予
定
で
す
の
で
、
顕
彰
者
の
紹
介
は
、
次
号
（
平
成
29
年
春
号
）

で
行
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
茗
渓
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
筑
波
大
学
芸
術
系
教

員
の
復
元
研
究
成
果
の
公
開
と
し
て⽛
嘉
納
治
五
郎
と
孔
子
祭
典
⽜

を
茗
渓
会
館
五
階
に
あ
る
同
窓
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
展
示
い
た
し
ま

し
た
。
会
期
は
8
月
22
日
(月
)～
28
日
(日
)ま
で
と
短
い
期
間
で

し
た
が
、
同
窓
ゆ
か
り
の
嘉
納
治
五
郎
先
生
（
以
下
敬
称
略
）
の

文
化
面
で
の
功
績
、
ま
た
湯
島
聖
堂
ゆ
か
り
の
筑
波
大
学
資
料
の

一
端
を
披
露
し
、
芸
術
系
教
員
に
よ
る
湯
島
聖
堂
大
成
殿
本
尊
孔

子
像
の
復
元
研
究
成
果
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

展
示
の
経
緯
は
嘉
納
治
五
郎
が
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
で

あ
っ
た
⚑
⚙
⚐
⚗
(明
治
40
)年
に
、
孔
子
の
祭
典
で
あ
る
⽛
釈
奠

(せ
き
て
ん
)⽜
が
復
活
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

古
代
よ
り
宮
中
年
中
行
事
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
教

学
の
中
心
と
し
て
湯
島
聖
堂
を
は
じ
め
各
地
の
藩
校
で
⽛
釈
奠
⽜

が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
維
新
後
、
湯
島
聖
堂
は
明
治
政
府
に
接

収
さ
れ
、
⚑
⚘
⚖
⚙
(明
治
⚒
)年
に
大
学
、
⚑
⚘
⚗
⚑
(明
治
⚔
)

年
に
文
部
省
、
翌
明
治
⚕
年
に
は
聖
堂
で
文
部
省
博
物
局
に
よ
る

わ
が
国
最
初
の
博
覧
会
が
開
か
れ
、
博
覧
会
が
終
了
し
た
同
年
⚙

月
に
、
日
本
最
初
の
師
範
学
校
が
同
地
に
誕
生
し
ま
し
た
。

湯
島
聖
堂
の
祭
器
や
什
宝
は
浅
草
文
庫
、
の
ち
に
内
閣
文
庫
、

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
孔

子
の
祭
典
は
⚑
⚘
⚖
⚗
(慶
応
⚓
)年
以
降
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
文
明
開
化
の
新
た
な
政
策
の
中
で
、

西
欧
の
思
想
や
文
化
の
摂
取
と
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
が
学
ん
で
き

た
孔
子
学
、
漢
学
文
化
の
尊
重
と
い
う
二
つ
の
立
場
の
狭
間
で
相

克
し
、
模
索
す
る
時
代
環
境
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
し
た
岩
倉
具
視
は
帰
国
後
に
孔
子
学

に
基
づ
い
た
道
徳
教
育
の
在
り
方
を
推
進
し
、
政
府
高
官
の
股
野

琢
、
広
瀬
進
一
、
さ
ら
に
学
者
、
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
干

城
、
川
田
剛
、
実
業
家
渋
沢
栄
一
ら
が
相
集
い
、
東
ア
ジ
ア
文
化

に
共
有
の
、
孔
子
学
を
学
ぶ
斯
文
学
会
が
⚑
⚘
⚘
⚐
(明
治
13
)年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
に
宮
内
省
は
⽛
風
教
を
振
張
し
文

学
興
隆
す
る
旨
意
⽜
に
よ
り
金
千
両
の
助
成
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

湯
島
聖
堂
の
敷
地
は
高
等
師
範
学
校
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

⚑
⚙
⚐
⚓
(明
治
36
)年
松
平
大
学
頭
（
陸
奥
守
山
藩
）
邸
（
大
塚
）

の
跡
地
に
東
京
高
等
師
範
学
校
が
移
転
し
た
の
を
機
に
渋
沢
栄
一

が
嘉
納
の
も
と
を
訪
ね
、
孔
子
祭
典
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

⽛
明
治
三
十
九
年
に
至
り
、
當
時
聖
堂
を
管
理
し
た
東
京
高
等
師

範
學
校
の
職
員
の
有
志
で
、
釈
奠
の
禮
が
久
し
く
欠
け
て
い
る
こ

と
を
遺
憾
と
す
る
者
が
多
く
、
孔
夫
子
を
崇
敬
し
、
我
が
国
に
お

け
る
其
の
教
化
を
感
謝
す
る
誠
意
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
そ
の
祭

典
を
大
成
殿
で
行
う
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
さ
ら
に
廣
く
同
志
を

集
め
て
祭
典
を
盛
大
に
行
う
こ
と
を
議
決
⽜
し
、⽛
孔
子
祭
典
會
⽜

が
創
立
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。（
鈴
木
三
八
男
編
⽝
聖
堂
物
語
⽞

よ
り
引
用
）

そ
し
て
、
⚑
⚙
⚐
⚗
(明
治
40
)年
に
湯
島
聖
堂
大
成
殿
に
お
い

て
、
第
⚑
回
孔
子
祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
祭
典
委
員
長
に
は

嘉
納
治
五
郎
が
就
任
し
、
当
時
の
写
真
が
物
語
る
よ
う
に
斯
文
学

会
を
は
じ
め
、
各
界
を
担
う
逸
材
が
湯
島
聖
堂
に
相
集
い
、
湯
島

聖
堂
大
成
殿
に
は
多
く
の
会
衆
が
埋
め
尽
く
し
、
孔
子
祭
典
行
事

は
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
遥
拝
し
た
孔
子
像
は
林
羅
山
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
幕
府
教
学
の
象
徴
で
し
た
が
、
関
東
大
震
災
で
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
筑
波
大
学
芸
術
系
教
員
に
よ
る
復
元
研
究
は
、
こ
の

罹
災
し
た
湯
島
聖
堂
大
成
殿
の
内
陣
を
飾
っ
た
孔
子
像
、
四
配
像

や
、
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
た
十
六
面
の
賢
儒
図
像
扁
額
を
復
元
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
は
⚒
⚐
⚐
⚗
(平
成

19
)年
に
⽝
孔
子
祭
復
活
百
周
年
記
念
事
業
草
創
期
の
湯
島
聖
堂

よ
み
が
え
る
江
戸
の
学
習
空
間
⽞
展
（
：
平
成
19
年
10
月
⚖
日
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茗
渓
会
の
公
開
講
座

⽝
嘉
納
治
五
郎
と
孔
子
祭
典
⽞

講
師

筑
波
大
学
教
授

守
屋

正
彦
（
茗
渓
会
理
事
)



平
成
28
年
⚘
月
28
日
(日
)

茗
渓
会
館
⚕
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ

孔子祭典 1907(明治40)年 湯島聖堂大成殿



11
月
25
日
、
湯
島

聖
堂
会
場
）
と
し

て
開
催
さ
れ
、
孔

子
像
を
は
じ
め
と

す
る
復
元
の
成
果

は
湯
島
聖
堂
に
収

め
ら
れ
、
復
元
し

た
金
銅
製
の
孔
子

像
は
本
尊
と
し
て

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

茗
渓
会
で
の
展

観
は
、
そ
の
後
の

復
元
研
究
成
果
を

紹
介
す
る
も
の
で
、

彩
色
の
復
元
像
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
像
は
江
戸
が

開
府
し
て
間
も
な

い
こ
ろ
に
、
徳
林

羅
山
が
徳
川
義
直

（
家
康
九
男
、
尾

張
徳
川
家
初
代
）
か
ら
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
造
像

は
当
時
最
高
の
仏
師
が
担
当
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
仏

像
同
様
に
華
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

復
元
は
孔
子
像
を
模
写
し
た
渡
辺
小
崋
(崋
山
子
)の
画
軸

を
も
と
に
江
戸
時
代
の
彩
色
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

茗
渓
会
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
本
来
、
ず
し
の
中
に
あ
っ
て

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
孔
子
像
の
背
面
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
展
示
ケ
ー
ス
を
工
夫

し
、
細
部
に
至
る
孔
子
の
服

飾
、
そ
の
意
匠
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
期
中
に
は
⽛
嘉

納
治
五
郎
と
明
治
の
徳
教

高
等
師
範
学
校
長
が
復
活
さ

せ
た
孔
子
祭
に
つ
い
て
⽜

⽛
湯
島
聖
堂
⽛
孔
子
像
⽜
復
元
チ
ー
ム
が
語
る
、
草
創
期
の
彩
色
像

の
再
現
⽜
と
題
し
て
、
公
開
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
茗
渓

会
会
議
室
に
多
く
の
方
が
詰
め
か
け
、
孔
子
像
を
前
に
来
場
者
と

熱
気
あ
る
質
疑
応
答
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
時
の
祭
典
が
如
何
に
望
ま
れ
て
い
た
か
を
物
語
る

小
さ
な
孔
子
像
も
茗
渓
会
で
初
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写
真
は
ち
ょ
う
ど
湯
島
聖
堂
で
孔
子
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
年
に
制

作
さ
れ
た
も
の
で
、
湯
島
聖
堂
の
孔
子
座
像
を
模
刻
し
た
、
彫
刻

家
山
中
泰
山
の
制
作
と
な
る
石
膏
像
で
、
像
底
に
銘
文
が
刻
ま
れ
、

⚓
千
体
制
作
し
た
一
体
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
は
、
筑
波
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
等
師
範
学
校
お

よ
び
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
と
し
て
三
期
二
十
三
年
の
余
に

わ
た
り
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
わ
が
国
の
教
育
改
革
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
教
育
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

彼
は
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
あ
り
、
東
洋
で
最
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
委
員
で
あ
り
、
わ
が
国
ス
ポ
ー
ツ
の
道
を

開
い
た
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
嘉
納
治
五
郎
は
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
で
も
、
大
き
な

貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
牛
込
に
弘
文
学
院
を
創
設
し
、
多
く
の
中

国
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
七
千
人
も
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
、
魯
迅
も
彼
の
も
と
で
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
展
観
は
、
文
武
に
秀
で
た
人
、
嘉
納
治
五
郎
の
文

化
的
な
側
面
を
、
孔
子
祭
典
復
活
と
題
し
、
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
左
の
書
も
解
説
パ
ネ
ル
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

嘉
納
治
五
郎
は
哲
学
館
（
東
洋
大
学
）
で
倫
理
学
の
講
義
も
行
い
、

そ
の
中
で
も
⽛
徳
行
⽜
を
述
べ
て
い
ま
す
。
孔
子
祭
典
委
員
長
と

し
て
、
ま
た
東
京
高
等
師
範
学
校
長
と
し
て
、
こ
の
書
は
彼
の
教

師
と
し
て
の
自
負
で
あ
り
、
思
想
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
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湯島聖堂大成殿本尊復元彩色像（乾漆・彩色)
造 像 柴田良貴 筑波大学教授
彩 色 程塚敏明 筑波大学准教授
助 言 藤田志朗 筑波大学教授
CG解析 木村 浩 筑波大学准教授

湯島聖堂孔子座像模像 山中泰山作



句)⽜という枠組みは強固なことから、(4)のような文の
thereのうち、この枠に当てはまる斜字体のthereは機械的に
虚辞とみなせる（なお、疑問文ではthereとbeは入れ替わる）。

(4) a. Thereʼs more milk here.
b. Thereʼs still no water there, is there?
c. Thereʼs no proof there was any criminal action.
d. And when you left your car, were there any others

there?

2.3 虚辞のthereの起源
虚辞のthereの起源を探る場合、thereを用いずに⽛～がい

る/ある⽜という意味を表わす（5a, b）のような例が有力な手
がかりとなる。これらの文では、動詞をbeに変えると非文法
的となることから（もっとも、（5c）のような例は皆無ではな
い）、be動詞を存在の意味で用いる場合、ほぼ義務的にthere
が形式主語となる。それゆえ、（5a, b）の*印の文もthereが
挿入されると、（5d, e）のように文法的となる。

(5) a. On the grass sat an enormous frog.
*On the grass was an enormous frog.

b. Directly in front of them stood a great castle.
*Directly in front of them was a great castle.

c. Among the names underneath the photo was
Aldermann.

d. On the grass there was an enormous frog.
e. Directly in front of them there was a great castle.

1400年頃の⽝マンデヴィル旅行記⽞は虚辞のthereの起源
を探る格好の情報源であり、現在では許容度の低い（6a）の
ような⽛場所の前置詞句be動詞主語⽜という存在文が
圧倒的に多い。（6a）にthereが挿入されたと移動した（6c）
のような例は多くない。それゆえ、(6)の例はthere構文の史
的発達の過程を探る有力な根拠になりうる。

(6) a. Also at the entree of the Mount Syon is a chapelle
ʻAlso at the entrance of the Mount Sion is a chapelʼ

b. In Egipt there ben v. prouynces ʻIn Egypt there are
five provincesʼ

c. because that there is often feyres in that playn.
ʻbecause there are often fairs in that plain.

there構文の成立

3.1 thereの語源

thereが itと同様に代名詞とみなされる原因を探るために、
thereの語源を調べてみた。以下、印字の都合で旧綴り字は
現代式に直してある。

thereはゲルマン祖語の⽛そこに⽜という意味のther（印欧
祖語の指示代名詞to ʻthatʼ r（副詞を作る語尾）に由来する。
ther は古英語では副詞か接続詞に限られるが、thereby,
therein, therewithなどの複合語のthereには⽛それ⽜という
本来の指示的意味も含まれている。さらに、これらの複合語
は目的語後置詞という極めて古い造語法で作られている
ことから、thereには古い指示的意味が封じ込められたまま
今日に至っていると考えられる。

3.2 ⚒種類のthereの関係
これまでの分析から明らかなように、場所を表わす副詞の

there には指示作用がある。このような特徴は虚辞の there
には現れないが、この語に固有の代名詞としての特徴は潜在
的に維持されている。

そこで、これら⚔つの特徴を⽛副詞的⽜(adverbial)、⽛場所
的⽜(locative)、⽛指 示 的⽜(demonstrative)、⽛代 名 詞 的⽜
(pronominal）という⽛素性⽜(feature）で表わし、それぞれ
の性質の有無を/で記すと、副詞のthereは［adverbial,
locative, demonstrative, pronominal］と表わせるが、虚
辞の there はこれとは正反対の指定を受けた［adverbial,
locative, demonstrative, pronominal］となる。

それゆえ、thereは⚔つの性質から成る⚑つの実体である
が、それぞれの性質の現れ方によって⽛副詞⽜か⽛虚辞⽜か
が決まることになる。

3.3 there構文の成立
存在を表わす文は一般に⽛場所⽜が明記されるが、場所の

前置詞句で始まる存在文の動詞の前に主語を提示する必要が
生じた時に、形式主語として選ばれたのは itではなくthere
であった。これは当然の成り行きである。

場所の副詞のthereは指示代名詞から派生し、その意味と
機能を内在化していたことから、形式主語を提示せざるを得
ない言語上の状況が生じた時に、場所の前置詞句の直後に
thereを虚辞として挿入するのが最善の策とみなされたと考
えられる。前置詞句が節の後方に移動したのはその後のこと
である。⽜
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回の講演は内容がかなり難しいものとなりましたが、終
了後も熱心な質疑応答が続き、楽しく充実したひと時となり
ました。
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第14回目の今回の講演では、There is a book on the desk.
のようなthereがなぜ⽛そこ⽜という場所を表わさず、しかも
形式主語として用いられるのかという難問の解明に挑んだ。

英語のこだわり

1.1 語順にこだわる

世界の言語の大半は⽛SVO⽜（英語、ドイツ語など）、⽛VSO⽜
（ウェールズ語など）、⽛SOV⽜（日本語、トルコ語など）のい
ずれかの語順を示す（以下、Sは⽛主語⽜、Vは⽛動詞、Oは

⽛目的語⽜を表わす）。
英語は日本語と同じSOV言語であったが、SVO言語へと

切り替わった。古英語（700～1100年頃）はSOVからSVOへ
の変化の過渡期であった。現在はこの変化は完了していて、
主節でも従属節でもSVOが用いられる。

1.2 主語にこだわる：形式主語のit
英語では、日記などの特殊な用途を除き、主語は一般に明

記される。この主語は、同一文中の動詞によって表される動
作・運動などの主体を表すとは限らず、形式上、主語の位置
を占めているにすぎないことがある。このような主語は⽛形
式主語⽜または⽛論理的主語⽜と呼ばれ、itやthereが用いら
れる。

形式主語のitには（1a）のように特定の事物を指すことの
ない⽛虚辞のit⽜（empty ʻ itʼ）と、（1b）のように下線で記し
た後続の句や節を指す⽛予備のit⽜（preparatory ʻ itʼ）の⚒種
類がある。

(1) a. i. It is raining. (=The rain is falling.) (天候)
ii. Itʼs far from here. (距離)
iii. Itʼs nine oʼclock. (時間)

b. i. It seems that he has married Hanako quite recently.
ii. Itʼs very kind of you to help me.
iii. Itʼs no use crying over spilt milk.

1.3 主語にこだわる：形式主語のthere
⽛～がいる、～がある⽜という意味を表す文は⽛存在文⽜と

呼ばれる。英語の場合、haveを用いた（2a）のような⽛have

存在文⽜もあるが、⽛虚辞のthere⽜を用いた（2b, c）のような
there構文が一般的である。ちなみに、（2b）のthereは、同じ
節の中にhere in Japanという場所が明記されていることか
ら、⽛場所の副詞⽜ではなく虚辞である。場所の情報はhere in
Japanのように一般に包括的なものからより具体的なものへ
という順に提示される。それゆえ、（2c）のthereは直前の場
所の前置詞句in the rest of the worldと照応しない虚辞とな
る。

(2) a) Japan has a population of a little more than a hundred
million. Luckily enough, b) there are no starving people
here in Japan, but c) in the rest of the world there are
numerous countries where the majority of people are
starving.

虚辞のthereの特徴

2.1 ⚒種類のthere

代名詞の itを(1)のように形式主語として用いても文法上
支障はないが、主語になれない⽛場所の副詞⽜の there を

（2b, c）のように形式主語として用いると、⽛副詞の主語⽜と
⽛動詞の前の形式主語と後方の意味上の主語の重複⽜という
⚒つの問題が生じる。そこで、この節では⽛場所のthere⽜と

⽛虚辞のthere⽜の区別と特徴を確認しておきたい。

(3) a. 場所のthereには⽛前方照応⽜と⽛後方照応⽜という⚒
種類の指示機能があるが、虚辞のthereにはこの機能
はない。

b. 場所の副詞の there は主語にはなれないが、存在の
thereは形式主語になれる。

c. 場所の there は種々の動詞と共起するが、存在の
thereの大半はbe動詞と共起する。

d. 場所のthereを含む文の主語には制約はないが、存在
のthereで導かれる文の意味上の主語は一般に不定名
詞句である。

2.2 ⚒種類のthereの見分け方
現代英語の場合、存在文の⽛therebe主語(前置詞

19

茗渓会公開講座 平成28年⚙月24日㈯ ⚒時～⚓時30分
筑波研修センター

藤原教授の英語のはなし 第14弾
⽛英語の難問に挑戦しませんか？⽜

講 師：藤 原 保 明 (筑波大学名誉教授)
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⿆東京教育大学農学部林学科 昭和53年卒クラス会
と き 平成28年5月14日(土)
ところ 旧農学部跡地
昭和53年⚓月に卒業した東京教育大学最後の学生です。

（池田)

⿆東京教育大学教育学部心理学科 第16回生クラス会
と き 平成28年⚕月28日(土)
ところ 茗渓会館
40年ぶりのクラス会。25人中17人参加という数に驚きと喜びを感

じながら名前の順に着席。⽛久しぶり～⽜の声が飛び交いました。
幹事の進行で、亡くなった方への黙祷から乾杯、昼食をとりながら
の近況報告、懇談とあっという間に⚒時間半が過ぎて記念撮影。解
散後、教育大跡地.占春園を学生時代の思い出と共に散策。それで
も別れ難く、お店を探して十数人おしゃべりタイムを過ごしました。

⿆筑波大学男子アイスホッケー部 創部40周年記念式典
と き 平成28年7月16日(土)
ところ 茗渓会館
我が筑波大学男子アイスホッケー部は、今年創部40周年を迎え、

記念式典を茗渓会館にて開催いたしました。名誉会長やOB・OGの
皆様をお招きし、ホッケー部の昔、そして今を語り合うことができ
ました。私共現役といたしましては、40年間の歴史と伝統の上に自
分たちの活動が成り立っているのだということを実感すると同時
に、今後も伝統を継承しつつホッケー部をより良いものにするため
に考える契機となりました。

第38期 OB・OG係 石垣黎子(いしがきれいこ)

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆昭和42～45年卒 東京教育大学バレーボール部
⚔学年合同同窓会
と き 平成28年⚙月⚑日(木)～⚒日(金)
ところ 横浜みなとみらい⽛万葉娯楽部⽜
【この会の概略】昭和41年春のリーグ戦で、久し振りの⚒部優勝

を果たし、⚑部復帰を目指して⚑、⚒部入替戦に臨んだメンバーが
中心となる集いです。会は各学年が持回りで幹事役を担い、夏季五
輪開催年に合わせて企画（バルセロナ五輪時が初回）。平成10年の
長野冬季五輪からは⚒年間隔で開催。当初は男子部員だけの集まり
でしたが、平成12年からは監督はじめ女子部員や先輩方にも参加を
呼び掛けて現在の形に（現会員数36名、物故者⚓名）。さすがに年齢
を感じますが、ご参加の皆さんは頗るお元気でした。

（写真＆文：川岸)
後列左から 高野・小塩・岡田・高橋・草薙・佐藤・小高(幹事)・

不老・鈴木(幹事)
前列左から 柏森・楠田・本多監督・後藤・岩崎・川岸(幹事)・

中村(撮影時中座)
⿆第⚙回筑波大人文三期同窓会
と き 平成28年⚖月⚔日(土)
ところ 晴海グランドホテル
わたくしどもは、筑波大学開学⚓年目に入学した人文学類の三期

生ですが同期のなかにはホテル社長やら全国高等学校協会長や、各
県の校長会の会長さんも多数、また母校筑波大の大学教授もおられ
多士済々です。

以前は、蹴球世界戦の⚔年毎に開催してきたこの同期会も写真後
列中央のホテル社長・片山達哉氏のご好意により毎年開催しており
ます。 （文：浅井一郎)
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⿆平成28年度東京教育大学農学部農芸化学科
昭和43年度入学生のクラス会
と き 平成28年10月22日(土)
ところ 茗渓会館
卒業後、四十数年ぶりのクラス会の開催でした。参加者は14名で

したが、長野、大阪、山梨など遠方からも参加して頂き、一気に四
十数年前にタイムスリップして懐かしく旧交を温めました。次回の
幹事も積極的に引き受けようとの申し出もあり、名残りを惜しみつ
つも次回への期待を胸に秘めて散会致しました。

⿆東京高師昭和24年卒理二有志の会（物・化・地学）
と き 平成28年10月19日(水)
ところ 茗渓会館
今年、我々は米寿を迎え、あるいは越えました。元気で集まれた

ことを祝福し合い、楽しい語らいのひと時を過ごしました。来年ま
た集まろうを合言葉に散会。写真は、後列左から石橋、伊藤、古村、
森。前列は井下田、黒羽、飯村、中園。世話人：中園、黒羽、飯村
です。 （写真・文責：飯村)

⿆昭和34年卒業 東京教育大学体育学部 女性の会
と き 平成28年10月27日(木)
ところ 渋谷エクセル東急
傘寿を迎え、卒業以来初めての⽛女性だけの同期会⽜を開きまし

た。陸上競技部紅一点だった田中良子さんの呼びかけで、同期女性
⚗割の14名が参加。遠く京都から駆けつけた人もあり、全員元気溌
剌。流石スポーツウーマンと自画自賛？。東京オリンピックを語
り、50数年前と変わらぬ食欲で御馳走を平らげ、再開を約して散会
しました。 （文責 築地弥生)

⿆東京教育大学理学部地理学科 昭和37年入学クラス会
と き 平成28年11月⚔日(金)
ところ 茗渓会館
平成16年に最初の会を催し、以後、⚔年毎に実施し今回⚔回目と

なりました。これまでは、10人以上が集いましたが、今回は最少と
なりました。 （写真：中山茂樹 文責：長坂政信)

⿆昭和37年卒 東京教育大学体育学部 無二会
と き 平成28年10月22日(土)
ところ ユーハイム千駄ヶ谷店
私達は昭和37(1962)年に卒業し、無二(62)会と名乗っています。

卒業54周年大会は⽛喜寿の祝⽜で、51名が出席しました。人生は、
筋書のないドラマですが、私達の素晴らしい人生ドラマでした。同
志道友を喜び合い、桐の葉をうたって解散しました。

世話人：石橋、片倉、杉山、大谷、三弊、河本です。

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡
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昨
年
度
の
総
会
は
、
高
倉
志
能
大
先
輩
（
昭
和
二
十
五
年
・
農
・

教
卒
・
九
十
歳
）
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
矍
鑠
と
し
た
お
姿
に
触

れ
、
そ
し
て
貴
重
な
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
後
輩
一
同
、
今
後
の

元
気
と
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
①
平
成
二
十
七

年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
②
会
則
の
変
更
、
③
役
員
の
選
出
、

④
代
議
員
の
選
出
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
会
則
の
改
正
は
、
支
部
組
織
の
変
更
に

伴
う
も
の
で
久
方
ぶ
り
の
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
に
足
立
真
也
参
議
院
議
員
（
昭
和
五
十
七
年
・
筑
・
医

卒
）
か
ら
の
ミ
ニ
国
政
報
告
会
を
開
催
し
、
足
立
代
議
士
の
国
政

活
動
に
係
る
報
告
を
お
聞
き
し
た
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
弾
み
、
そ
し
て
、
出
席
者

全
員
か
ら
近
況
等
の
ス
ピ
ー
チ
も
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
中
、
予

定
さ
れ
た
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
最
後
に
全
員
で
肩
を

組
み
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
斉
唱
し
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
、
次
回
を

楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

さ
て
、
本
会
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
少
し
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
①
会
員
の
把
握
が
十
分

で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
務
局
等
で
会
員
の
住

所
等
の
把
握
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
す
べ
て
の
把
握
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
②

会
費
の
納
入
が
少
な
い
こ

と
、
③
総
会
・
懇
親
会
の

出
席
者
が
少
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
④
個

人
情
報
の
関
係
か
ら
会
員

名
簿
を
配
布
で
き
な
い
こ

と
、
⑤
事
務
局
も
勤
務
の

傍
ら
、
本
会
の
仕
事
を
し

て
い
る
関
係
か
ら
会
員
に

対
し
て
多
く
の
情
報
発
信

が
で
き
な
い
こ
と
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
島
根
県
茗
渓
会

総
会
及
び
懇
親
会
報
告

熊
本
茗
渓
会
活
動
報
告

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
本
会
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
交
流
と
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
、
少

人
数
に
よ
る
懇
談
の
場
を
二
回
設
け
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
し
て
、
①
⽛
学
部
・
学
科
・

学
群
・
専
攻
⽜・⽛
女
性
会
員
⽜・⽛
卒
業
年
度
⽜・⽛
部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
⽜
等
で
の
懇
親
会
の
開
催
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
し

た
情
報
発
信
、
③
卒
業
年
度
を
数
年
ご
と
に
区
分
し
て
担
当
者
を

決
め
連
絡
等
を
密
に
す
る
、
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

懇
談
の
場
を
複
数
回
設
け
る
予
定
で
し
た
が
、
諸
事
情
で
開
催
で

き
て
お
ら
ず
、
課
題
の
解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
本
会
の
活
性
化
と
会
員
相
互
の
連
携
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
四
月
の
⽛
熊
本
・
大
分
地
震
⽜
に
際
し
ま
し
て
、

茗
渓
会
本
部
及
び
本
部
定
時
総
会
出
席
代
議
員
の
皆
様
方
か
ら
大

分
茗
渓
会
に
心
温
ま
る
見
舞
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を

お
借
り
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
活
躍
、

茗
渓
会
の
、
今
後
益
々
の
御
発
展
・
御
隆
盛
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

茗
渓
・
東
西
南
北

平
成
28
年
⚙
月
⚓
日

(土
)、
本
年
度
総
会
及
び

懇
親
会
が
⽛
サ
ン
ラ
ポ
ー

む
ら
く
も
⽜
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
松
本
支
部
長

か
ら
⽛
通
常
総
会
報
告
⽜

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
懇
親

会
に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
や
顔
ぶ
れ
も

ほ
ぼ
例
年
通
り
で
あ
り
、

参
加
者
数
拡
大
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
総
会
・
懇
親
会

は
、
日
程
及
び
場
所
を
変

更
し
、
⚖
月
下
旬
に
出
雲

市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
大
分
茗
渓
会

総
会
及
び
懇
親
会
報
告

昨
年
度
の
大
分
茗
渓
会
総
会
・
懇
親
会
が
、
平
成
二
十
八
年
二

月
二
十
日
(土
)に
大
分
市
内
で
三
十
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
総
会
が
大
き
な
事
業
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
に
対
す
る
慶
弔
活
動
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⚔
月
14
日
21
時
26
分
以
降
に
発
生
し
た
熊
本
県
を
中
心
と
す
る

一
連
の
地
震
活
動
に
よ
り
、本
県
は
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
⚔
月
16
日
未
明
に
発
生
し
た
⽛
本
震
⽜
は
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
熊
本
支
部
に
お
い
て
も
多
く
の
会
員
が
被
災
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
平
成
28
年
熊
本
地
震
は
、
震
度
⚖
弱
以
上
の
地
震
が
⚗
回

発
生
し
、
う
ち
震
度
⚗
の
地
震
が
28
時
間
内
に
⚒
回
発
生
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
観
測
史
上
初
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
も
余
震
は

現
在
ま
で
二
千
回
を
超
え
ま
し
た
。

⽛
前
震
⽜、⽛
余
震
⽜
に
よ
る
被
害
は
も
と
よ
り
、
こ
の
⽛
終
わ
り

な
き
地
震
⽜
が
県
民
に
与
え
て
い
る
不
安
、
精
神
面
の
ダ
メ
ー
ジ

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、
茗
渓
会
熊
本
支
部
に
お
き
ま
し
て
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は
、
例
年
⚖
月
に
開
催
し
て
い
る
総
会
に
つ
き
ま
し
て
も
開
催
を

見
送
り
、
現
在
、
年
度
内
の
総
会
開
催
を
目
指
し
、
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
震
災
発
生
直
後
よ
り
、
全
国
の
茗
渓
の
皆
さ
ま
方
か
ら
は
、

物
心
両
面
に
渡
り
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
変
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
益
々
の
茗
渓
会
の
ご
発
展
を
、
心
よ
り
お
祈
り

し
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

静
岡
県
茗
渓
会
活
動
報
告

静
岡
県
茗
渓
会
で
は
、
毎
年
一
回
、
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
催
時
期
は
、
会
員
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
静
岡
大
会
が
始
ま
る
前
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
に
入
り
開
催
案
内
を
送
付
、
出
席
者
を
確
定
し
準
備
を

整
え
る
と
、
お
お
む
ね
七
月
の
第
一
週
の
日
曜
日
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
七
月
三
日
(日
)に
静

岡
市
内
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
三
十
三
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
は
支

部
長
挨
拶
で
始
ま
り
、
本
部
理

事
の
川
田
孝
一
様
よ
り
、
ご
祝

辞
と
本
部
の
様
子
を
伺
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
静
岡
県
立
大
学

食
品
栄
養
科
学
部
教
授
の
小
林

公
子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

⽛
食
と
健
康
⽜
と
題
し
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
筑
波
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程

を
修
了
さ
れ
た
先
生
は
、
静
岡

の
特
産
で
も
あ
る
お
茶
の
歴
史

や
効
用
だ
け
で
な
く
、
御
専
門

の
⽛
人
類
遺
伝
学
⽜
に
も
触
れ

な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
加
え
て
、
筑
波
大
学
の
昔
の
懐
か
し
い
写
真
等
も
用
意
し
て

く
だ
さ
り
、
大
学
の
様
子
も
取
り
混
ぜ
て
、
大
変
興
味
深
く
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
出
身
の
大
先
輩

か
ら
、
今
年
度
に
新
規
採
用
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
ま
で
、

二
十
八
名
が
旧
交
を
温
め
た
り
、
情
報
交
換
に
花
が
咲
い
た
り
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
宣
揚
歌
そ
し
て
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
は
七
月
二
日
(日
)に
開
催
の
予
定
で
す
。

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
茗
渓
会
静
岡
支
部
は
会
員
数
も
多

く
、
総
会
出
席
者
も
五
十
人
を
遙
か
に
超
え
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

こ
の
頃
は
、
事
務
局
は
地
域
の
拠
点
校
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、

会
員
が
多
い
高
校
で
は
学
校
単
位
で
も
親
睦
会
が
開
か
れ
て
い
ま

し
た
。
資
金
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成
六
年
度
に
は
民
間

の
茗
渓
会
員
様
に
も
総
会
案
内
を
送
付
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
返

事
が
な
い
場
合
も
多
く
、
総
会
へ
の
参
加
者
は
増
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
や
が
て
徐
々
に
総
会
参
加
者
が
減
り
だ
し
、
若
手
の
会
員
の

参
加
を
促
す
た
め
に
講
演
会
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
か
ら
続
く
地
域
組
織
や
高
校
の
各
教
科
別
組
織
の
中
に
は
、

今
も
盛
大
に
懇
親
会
を
実
施
し
て
い
る
組
織
が
あ
り
ま
す
。
写
真

は
昨
年
度
の
数
学
科
の
懇
親
会
、
茗
数
会
の
様
子
で
す
。
体
育
科

や
理
科
に
も
若
手
も
参
加
す
る
懇
親
会
が
あ
り
、
継
続
・
発
展
の

可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

静
岡
で
は
、
昨
年
七
月
に
韮
山
反
射
炉
が
世
界
文
化
遺
産
に
正

式
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
伝

統
あ
る
茗
渓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
つ
も
り
で
す
。

第
四
回
・
東
京
都
茗
渓
会

去
る
十
一
月
二
十
七
日
(日
)第
四
回
東
京
都
茗
渓
会
の
会
が
六

○
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
の
支
部
活
動
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
組
織
さ
れ
た
本
会

も
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
高
橋
基
之
会
長
の
挨
拶
の
後
、
茗
渓
会
理
事
長
・
江

田
昌
祐
様
か
ら
、
新
し
い
動
き
で
あ
る
⽛
産
業
人
交
流
会
⽜
が
毎

月
第
三
水
曜
日
に
茗
渓
会

館
で
情
報
交
換
会
を
開
き

盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
、
筑
波
大
学
副
学
長
・

伊
藤
眞
先
生
か
ら
は
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
多
く
の
筑
波
大

学
関
係
者
が
活
躍
し
た
こ

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
都
茗
渓
会

が
次
年
度
か
ら
組
織
を
一

本
化
す
る
規
約
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
本
会
も
今
回

を
も
っ
て
都
の
字
を
取
っ

た
⽛
東
京
茗
渓
会
⽜
に
変

わ
り
ま
す
。

記
念
講
演
で
は
⽛
コ
ー

チ
ン
グ
の
力
⽜
を
テ
ー
マ

と
し
て
女
子
柔
道
コ
ー
チ

と
し
て
世
界
的
に
有
名
な

筑
波
大
学
体
育
系
准
教
授

で
現
東
京
都
教
育
委
員
の
山
口
香
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
⽛
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
相
手
の
中
に
あ
る
も
の
を
気
づ
か
せ

た
り
引
き
出
し
た
り
す
る
こ
と
⽜
と
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
の
違

い
に
触
れ
ら
れ
、
選
手
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
自
問
自
答
さ
せ
、

そ
の
答
え
を
自
発
的
に
導
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
⽛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
へ
の
窓
⽜
で
あ
り
、

我
が
国
に
世
界
中
か
ら
人
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
時
ま
で
に
我
々

は
何
を
す
べ
き
か
も
コ
ー
チ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
山
口
先
生
も
交
え
て
交
流
会
も
楽

し
く
行
い
ま
し
た
。

来
年
平
成
二
十
九
年
は
、
十
一
月
二

六
日
(日
)の
予
定
で
す
。
同
窓
が
集
い

人
脈
を
広
げ
役
に
立
つ
会
で
す
の
で
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(事
務
局
長
・
德
田
安
伸
)



白
川
英
樹
博
士
(ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
・
筑
波
大
名
誉

教
授
)
化
学
の
日
特
別
講
演
会

10
月
24
日
(月
)、⽛
化
学
の
日
＠
茗
溪
学
園
中
学
校
高
等
学
校
⽜

講
演
会
（
主
催
は
日
本
化
学
会
、
茗
溪
学
園
、⽛
夢
・
化
学
21
⽜

委
員
会
の
三
者
）
が
、
本
校
第
一
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
⚓
年
生
か
ら
高
校
⚒
年
生
ま
で
の
⚓
学
年
の
生
徒
と
教
職
員

な
ど
約
800
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

⽛
化
学
の
日
⽜
は
、
ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数
（
⚖
・
⚐
⚒
×
10
の
23
乗
）

に
由
来
し
て
10
月
23
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。⽛
日
本
化
学
会
⽜
で
は
、

化
学
や
理
科
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
全
国
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
本
校
で
の
講
演
会
が
実
現
し
ま
し
た
。⽛
次
世
代
の
化
学
を

担
う
の
は
君
た
ち
だ
！
⽜
と
銘
打
ち
、
ご
講
演
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

⚒
⚐
⚐
⚐
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
筑
波
大
学
名
誉

教
授
の
白
川
英
樹
先
生
、
理
化
学
研
究
所
研
究
顧
問
・
玉
尾
皓
平

先
生
、
青
山
学

院
大
学
教
授
・

長
谷
川
美
貴
先

生
、
⚓
名
の
皆

様
方
で
し
た
。

ま
ず
白
川
先

生
が
、
基
調
講

演
と
し
て
、⽛
学

ぶ
と
い
う
こ

と
⽜
を
テ
ー
マ

に
、
子
供
時
代

か
ら
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
に
至
る

ま
で
の
経
過
を

た
ど
る
形
で
お

話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

子
供
時
代
は
理

科
全
般
が
好
き
で
、
昆
虫
や
植
物
採
集
に
よ
く
行
か
れ
た
こ
と
、

そ
う
い
う
中
で
自
然
、
本
物
に
触
れ
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
が

現
在
の
研
究
姿
勢
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、⽛
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
⽜
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、

偶
然
か
ら
大
発
見
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
対
象
と
な
っ
た
電
気
を
通
す
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
⽛
ポ
リ
ア
セ
チ
レ
ン
⽜
の
大
発
見
は
、
触
媒
の
濃
度
を
間
違

え
る
と
い
う
失
敗
か
ら
偶
然
に
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
に
は
、⽛
や
っ
て
く
る
偶
然
⽜
と
⽛
迎
え
に

行
く
偶
然
⽜
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
失
敗
実
験
は
⽛
や
っ
て
く
る

偶
然
⽜
と
言
え
る
も
の
で
し
た
。
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
に
恵
ま
れ

る
た
め
に
は
、
多
く
を
学
び
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
、
何
事
に

も
興
味
を
持
っ
て
努
力
を
怠
ら
ず
、
偶
然
に
潜
む
チ
ャ
ン
ス
を
見

逃
さ
な
い
知
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
回
も
何
回
も
実
験

を
繰
り
返
す
根
気
と
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
、
失
敗
の
中
に
隠
れ

て
い
る
重
要
な
も
の
を
感
じ
取
る
力
が
大
事
な
の
で
す
。
と
、
生

徒
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

玉
尾
先
生
の
ご
講
演
は
、⽛⽝
一
家
に
一
枚
周
期
表
⽞
に
み
る
わ

が
国
の
科
学
技
術
の
底
力
⽜
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
元
素
記

号
の
つ
い
た
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
や
、
元
素
ネ
イ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
と
て
も
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
お
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

長
谷
川
先
生
の
テ
ー
マ
は
、⽛
H
ey!Itis
so
cool!未
来
を
照

ら
す
レ
ア
ア
ー
ス
⽜
で
し
た
。
後
半
⽛
光
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
⽜
が

配
布
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
身
近
に
レ
ア
ア
ー
ス
が
あ
る

こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
光

る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
着
け
て
み
ん
な

で
手
を
振
る
と
、
体
育
館
が
ま
る
で

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
よ
う
な
状
態
に

な
り
、
全
員
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

ま
さ
し
く
本
物
に
触
れ
る
体
験
的
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
の
お
話
し
を
楽
し

く
聞
き
な
が
ら
、
生
徒
達
に
は
⽛
化

学
⽜
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き

た
、
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
賞
・
読
売
新
聞
社
賞
受
賞

科
学
部
生
物
班
第
60
回
日
本
学
生
科
学
賞
県
作
品
展

10
月
23
日
(日
)、⽛
第
60
回

茨
城
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
作

品
展
兼
日
本
学
生
科
学
賞
茨
城

県
作
品
展
⽜
の
表
彰
式
が
、
坂

東
市
の
茨
城
県
自
然
博
物
館
で

開
催
さ
れ
、
本
校
科
学
部
生
物

班
に
所
属
す
る
生
徒
⚔
名
が
、

高
校
の
部
で
最
高
賞
に
当
た
る

茨
城
県
知
事
賞
・
読
売
新
聞
社

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

⚔
人
は
い
ず
れ
も
高
校
⚑
年

生
で
、
男
女
各
⚒
名
の
研
究
グ

ル
ー
プ
で
す
。
中
学
⚒
年
の
時
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
続
け
、

失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
試
行
錯
誤
の
実
験
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
研
究
内
容
は
、
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン
の
根
が
土
中
で
障
害
物
と

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
の
伸
び
方
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
研
究
は
、
11
月
19
・
20
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
学
生
科
学
賞

中
央
予
備
審
査
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
高
校
の
部
で
茨
城
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
長
賞
を

高
校
⚓
年
生
徒
が
、
中
学
の
部
で
は
中
学
⚓
年
生
が
茨
城
県
教
育

研
究
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚙～11月）
【中学全国大会】
◎中学ラグビー部：第⚗回全国中学

ラグビー大会（会場：茨城県水戸
市）、初戦惜敗するも敗者戦を勝
ち上がり⚕位。12月冬休み中、東
日本大会出場（東京開催）、全国ジ
ュニアラグビー大会（大阪開催、
茨城選抜として）出場。

【高校県大会】
◎高校ラグビー部：第96回全国大会

県予選優勝（55-19で勝利）。⚕年
連続22回目の全国大会出場（12月
27日から東大阪市花園ラグビー
場）。

【中学県大会】
◎剣道部：女子団体優勝・女子個人

優勝（ともに⚒連覇）、男子個人準
優勝。

◎体操部：男女団体ともに準優勝、
女子個人優勝。

◎バドミントン部：男子団体優勝、
男子ダブルス優勝、男子シングル
ス準優勝。

【文化部】
◎科学部生物班(高校)：茨城県高文

連自然科学部門・生物部門最優秀
賞（来年夏、宮城県開催の全国総
文祭出場）

⽛失敗実験で得たこの産物がノーベル賞に繋がる
⽝ポリアセチレン⽞であった⽜とお話しする白川先生

海藻の実験をする科学部生物班の中学生
部員（本校生物実験室にて）
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茗渓会担当：上席執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
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フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 
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メールアドレス  



追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

山地英太郎 15研 28・11・11
〒180-0001 武蔵野市吉祥寺北町5-3-27 長男 山地 英彦
阿部四郎左エ門 17体二 28・4・7
〒999-5401 最上郡金山町有屋930 妻 阿部 トモ
菅野 秀男 19理二 28・9・21
〒184-0003 小金井市緑町2-12-4 妻 菅野 殉子
吉川 晴夫 22文五 28・8・9
〒420-0841 静岡市葵区上足洗2-6-28 長男 吉川 紳
岩尾 亨 22体専 28・5・3
〒861-3207 上益城郡御船町御船758 長男 岩尾 洋一
松本 旭 24大国 27・10・30
〒362-0037 上尾市上町2-3-4 次男 松本 千明
一木 壽一 24理二 28・7・4
〒168-0073 杉並区下高井戸4-31-7-109 長女 長田 裕里
富田 保雄 24農教 27・8・10
〒437-1421 掛川市大坂6990 長男 富田 寿人
山崎 金一 24農教 28・3・30
〒343-0045 越谷市下間久里886-69 長男 山崎 巌
沼口 広司 25文一 28・9・7
〒336-0021 さいたま市南区別所2-10-16 妻 沼口 美子
木村 辰夫 25理一 28・9・9
〒331-0823 さいたま市北区日進町1-541 長男 木村 正実
井出 賢次 26文二 28・10・27
〒386-0005 上田市古里1012 妻 井出 鏡子
中村 清史 26文四 28・7・16
〒360-0013 熊谷市中西4-1-37 妻 中村 央子
栗原 芳 26農教 28・3・4
〒339-0082 さいたま市岩槻区西原台1-3-110 次女 関口 洋子
萩原 博 27大数 26・10・17
〒939-0351 射水市戸破1839-2 娘 寺田 裕子
渋谷 健 27文一 28・6・28
〒350-0838 川越市宮元町4-6 妻 渋谷 成子
永井 豊彦 27体 28・5・18
〒836-0012 大牟田市明治町3-31 妻 永井ミツキ
橋本 文一 27農教 28・9・7
〒276-0033 八千代市八千代台南2-3-13 妻 橋本 泰子
延江 正昭 28教大地 28・9・7
〒184-0002 小金井市梶野町2-10-2 妻 延江 里子
加藤 章 29教大日史 28・2・6
〒020-0024 盛岡市菜園1-3-15 妻 加藤 重子
鈴木 憲 29教大数 28・6・2
〒413-0411 賀茂郡東伊豆町稲取428 妻 鈴木 律枝
押上 和喬 29教大化 28・7・31
〒112-0006 文京区小日向2-29-5 妻 押上 佳子

富山 正治 29教大地鉱 28・9・27
〒931-8316 富山市豊丘町22-21 富山様方 長女 岡本 享子
林田 昭喜 29教大健 28・4・28
〒639-2112 葛城市笛堂597 長女 布施真喜子
中田 基臣 30教大東史 27・11・14
〒270-0034 松戸市新松戸3-296-壱-D-402 妻 中田 きぬ
横山 武士 30教大農 27・5・7
〒120-0012 足立区青井3-10-43 妻 横山 京子
酒井 志郎 31教大体 28・6・18
〒143-0025 大田区南馬込5-43-8 妻 酒井 浩子
森 米二 33教大英 27・11・1
〒487-0032 春日井市高森台3-20-13 妻 森 和枝
関岡 康雄 33教大体 28・9・12
〒300-0331 稲敷郡阿見町阿見4284-39 妻 関岡惠美子
沼沢 研一 34教大数 28・10・1
〒223-0064 横浜市港北区下田町3-17-16 妻 沼沢 洋子
中島 豊雄 34教大体 28・7・2
〒483-8235 江南市布袋町中150 妻 中島千恵子
宮丸 凱史 35教大体 28・8・15
〒305-0023 つくば市上ノ室2111-5 妻 宮丸千恵子
川﨑 健三 35教大健 28・2・4
〒416-0903 富士市松本75 妻 川﨑 澄子
満園 真泰 36教大哲 28・8・24
〒709-0721 赤磐市桜が丘東4-4-699 妻 満園 和子
山口 範雄 36教大法政 28・1・21
〒240-0053 横浜市保土ヶ谷区新井町192-42 妻 山口 豊子
藤巻 優介 36教大総農 28・3・31
〒190-0182 西多摩郡日の出町平井1505-1 妻 藤巻 昌子
渡邊 勝男 37教大林 28・8・1
〒963-0201 郡山市大槻町北中野下20-6 妻 渡邊 昌子
古澤 邦夫 39院修物 28・8・18
〒351-0023 朝霞市溝沼1-5-2コンフェルト朝霞 妻 古澤千枝子
黒崎 達雄 40研 28・9・11
〒355-0017 東松山市松葉町2-13-2 長男 黒崎潤一郎
鈴木 通雄 41研 28・9・17
〒328-0027 栃木市今泉町1-6-20 妻 鈴木 フク
清水 進一 43教大数 28・10・11
〒254-0075 平塚市中原1-25-24 妻 清水勢津子
秦 修司 48教大体 28・8・22
〒920-0955 金沢市土清水2-244 妻 秦 恵美子
嘉村 茂邦 50教大物 28・9・13
〒289-1124 八街市山田台128 妻 嘉村 英子
楠山千穂子 03筑体 28・5・17
〒562-0001 箕面市箕面2-3-4 夫 楠山 卓
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受
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要
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催
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カ
ラ
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こ
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初
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憶
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す
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地
区
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
高
彩
度
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使
い
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が
気
が

か
り
で
し
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が
、
北
欧
の
よ
う
だ
と
留
学
生
の
一
人
か
ら
感

想
を
も
ら
っ
た
時
は
、
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
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正
確
な
会
員
情
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握
の
た
め
に
、
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所
、
勤
務
先
の
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更
は
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ぐ
に
ご
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絡
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い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



聖 徳 大 学 大学院

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)

E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

言語文化
研究科長 藤原 保明 昭48教修英

平⚓筑博文言 

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡

2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室
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38年の実績



桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆�国際バカロレア（IB）認定校です�
2017 年 4 月から IBDP課程開始

◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

S S H 活 動 報 告 会
「SS研究・個人課題研究発表会」

（後援：筑波大学）開催のお知らせ
期日：平成29年2月3日（金）
会場：茗溪学園中学校・高等学校
内容：�本校高校2年生SS研究および個人課題研

究（優秀研究）口頭発表・ポスター発表、
ほかにSSH活動成果報告

　　　一般公開いたします。
（詳細は下記メールでお問い合わせください）




